
工
事
中
断
、法
的
対
抗
措
置
へ

前
後
に
上
り
、
省
庁
別
で
は

厚
生
労
働
省
が
１
８
年
度

当
初
予
算
比
２
・
５
％
増
の

３
１
兆
８
９
５
６
億
円
を

占
め
た
。
他
省
庁
分
を
含
む

社
会
保
障
費
は
、
高
齢
化

で
医
療
や
介
護
な
ど
の
給
付

が
増
え
て
約
６
千
億
円
多
い

３
２
兆
円
超
と
な
り
、
財
務

省
は
査
定
で
抑
制
す
る
方
針

だ
。

　

防
衛
省
は
２
・
１
％
増
の

５
兆
２
９
８
６
億
円
を
求
め

た
。
北
朝
鮮
の
脅
威
に
対
処

す
る
地
上
配
備
型
迎
撃
シ
ス

テ
ム
「
イ
ー
ジ
ス・
ア
シ
ョ
ア
」

の
取
得
関
連
で
２
３
５
２
億

円
を
見
込
ん
だ
。

　

各
省
は
看
板
政
策
を
優

遇
す
る
「
特
別
枠
」
を
使

い
、
増
額
要
求
を
掲
げ
た
。

西
日
本
豪
雨
な
ど
を
受
け

た
防
災
分
野
や
働
き
方
改

革
、
訪
日
客
誘
致
な
ど
を
重

視
。
外
国
人
材
の
受
け
入
れ

拡
大
に
備
え
た
「
入
国
在
留

管
理
庁
」（
仮
称
）
の
新
設

　
【
共
同
】
沖
縄
県
は
３
１
日
、
米
軍
普
天
間
飛
行
場
（
宜
野
湾
市
）
の
移
設
先
、

名
護
市
辺
野
古
沿
岸
部
の
埋
め
立
て
承
認
を
撤
回
し
た
。
移
設
工
事
は
即
時
中
断
と

な
り
、
防
衛
省
沖
縄
防
衛
局
は
効
力
停
止
を
求
め
、
法
的
対
抗
措
置
を
講
じ
る
方
針
。

９
月
３
０
日
投
開
票
の
県
知
事
選
を
前
に
、
移
設
を
巡
り
県
と
国
が
全
面
対
立
す
る

事
態
と
な
っ
た
。

法
状
態
を
放
置
で
き
な
い
こ

と
や
、
移
設
先
の
軟
弱
地
盤

の
発
覚
、
希
少
な
サ
ン
ゴ
を

含
む
環
境
保
全
措
置
の
不
十

分
さ
な
ど
を
挙
げ
た
。

　

移
設
が
争
点
の
９
月
９
日

投
開
票
の
名
護
市
議
選
は
２

日
告
示
で
、
県
内
で
は
対
決

ム
ー
ド
が
高
ま
っ
て
い
る
。

沖
縄
県
、国
と
全
面
対
立

て
１
０
０
兆
円
の
大
台
に
乗

る
可
能
性
が
高
ま
っ
た
。

　

１
９
年
１
０
月
の
消
費
税

増
税
に
伴
う
景
気
対
策
や
、

幼
児
教
育
無
償
化
な
ど
の
費

用
を
編
成
過
程
で
上
積
み
す

る
こ
と
も
拡
大
要
因
に
な
る
。

来
夏
に
参
院
選
を
控
え
た
与

党
の
歳
出
圧
力
は
強
く
、
暮

ら
し
に
必
要
な
経
費
を
賄
い
、

財
政
健
全
化
に
も
配
慮
す
る

や
り
く
り
は
険
し
そ
う
だ
。

　

要
求
段
階
の
１
０
０
兆
円

超
え
は
５
年
連
続
。
国
・
地

方
の
政
策
経
費
は
７
８
兆
円

　
【
共
同
】
財
務
省
は

３
１
日
、
各
省
庁
か
ら
の

２
０
１
９
年
度
予
算
の
概
算

要
求
を
締
め
切
っ
た
。
基
本

的
な
経
費
を
扱
う
一
般
会
計

の
要
求
総
額
は
過
去
最
大
の

１
０
２
兆
円
台
後
半
に
膨

張
。
医
療
な
ど
の
社
会
保
障

や
防
衛
費
が
最
高
額
に
な
っ

た
ほ
か
、
借
金
返
済
に
回
す

国
債
費
が
全
体
を
押
し
上
げ

た
。
歳
出
抑
制
額
の
目
安
を

設
け
な
い
な
ど
肥
大
化
の
歯

止
め
を
欠
き
、
１
２
月
の
編

成
後
に
は
当
初
予
算
で
初
め

医
療
や
防
衛
、借
金
返
済
増

知
事
は
、
県
庁
で
記
者
会
見

し
「
翁
長
知
事
の
熱
い
思
い

を
受
け
止
め
、
法
に
基
づ
き

適
正
に
判
断
し
た
。
新
基
地

建
設
阻
止
に
向
け
全
力
で
対

応
す
る
」
と
強
調
し
た
。

　

小
野
寺
五
典
防
衛
相
は
記

者
団
に
「
防
衛
局
が
理
由
を

精
査
し
必
要
な
法
的
措
置
を

取
る
」
と
述
べ
、
時
期
は
知

事
選
日
程
に
は
左
右
さ
れ
な

い
と
の
考
え
を
示
し
た
。
裁

判
所
が
防
衛
局
側
の
主
張
を

認
め
れ
ば
工
事
再
開
が
可
能

で
、
既
に
県
に
通
知
済
み
の

辺
野
古
沿
岸
部
で
の
土
砂
投

入
に
も
着
手
で
き
る
。

　

県
は
そ
の
場
合
、
裁
判
所

に
判
断
を
不
服
と
し
て
、
沖

縄
の
過
重
な
基
地
負
担
を
訴

え
、
工
事
停
止
な
ど
を
求
め

る
こ
と
を
検
討
す
る
。

　

謝
花
氏
は
撤
回
理
由
と
し

て
、
行
政
指
導
を
重
ね
て
も

国
が
是
正
せ
ず
、
工
事
の
違

米軍普天間飛行場の移設先、沖縄県名護市辺野古沿岸部の埋め立て承認
を撤回し、記者会見する（右から）謝花喜一郎、富川盛武の両副知事＝
３１日午後、沖縄県庁（共同）

大雨で冠水した山形県戸沢村の住宅地。最上川（手前）に排水作業が行われて
いる＝３１日午後１時３６分（共同通信社機から）

辺野古埋め立て承認を撤回

女
性
就
業
最
高
、７
割
迫
る

東
北
、北
陸
で
大
雨

７
月
、有
効
求
人
１
・６
３
倍

住
民
孤
立
、新
幹
線
見
合
わ
せ

防
災
の
日
前
に

各
地
で
訓
練

銀
座
で
は
４
千
人
参
加

　
【
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
共
同
】

欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
の
ユ
ン

ケ
ル
欧
州
委
員
長
は
３
１

日
、
夏
時
間
と
冬
時
間
の
間

で
時
計
の
針
を
年
に
２
回
、

１
時
間
前
後
さ
せ
る
Ｅ
Ｕ
の

サ
マ
ー
タ
イ
ム
制
度
を
廃
止

し
、
夏
時
間
を
標
準
時
と

し
て
通
年
採
用
す
る
こ
と
を

加
盟
国
と
欧
州
議
会
に
提
案

す
る
考
え
を
示
し
た
。
ド
イ

ツ
公
共
放
送
Ｚ
Ｄ
Ｆ
に
語
っ

た
。
欧
州
委
は
同
日
、
提

案
策
定
へ
の
着
手
を
発
表
し

撤
回
に
関
し
、
翁
長
氏
後
継

と
し
て
知
事
選
に
出
馬
す
る

意
向
の
自
由
党
衆
院
議
員
の

玉
城
デ
ニ
ー
氏
は
「
強
く
尊

重
し
、
支
持
す
る
」
と
記
者

団
に
強
調
。
政
権
与
党
が
知

事
候
補
と
し
て
支
援
す
る
前

宜
野
湾
市
長
の
佐
喜
真
淳
氏

は
「
国
と
県
の
動
向
を
注
視

し
た
い
」
と
述
べ
、
評
価
は

避
け
た
。

　

承
認
の
撤
回
は
、
県
に
よ

る
８
月
９
日
の
防
衛
局
の
聴

聞
に
関
す
る
報
告
書
が
同

２
０
日
に
完
成
し
、
条
件
が

整
っ
て
い
た
。

　

移
設
を
巡
っ
て
は
、

２
０
１
３
年
に
当
時
の
仲
井

真
弘
多
知
事
が
出
し
た
承
認

来
年
度
予
算
、初
の
大
台
か

要
求
膨
張
、１
０
２
兆
円
後
半

夏
時
間
制
の
廃
止
提
案
へ

日
中
、反
保
護
主
義
で
協
力

Ｅ
Ｕ
、体
調
へ
の
悪
影
響
考
慮

財
務
対
話
、多
国
間
貿
易
維
持

た
。

　

欧
州
委
は
７
〜
８
月
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
域
内
住
民

か
ら
意
見
を
公
募
。
史
上

最
多
の
約
４
６
０
万
の
意
見

が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
う
ち

８
４
％
が
時
間
を
年
２
回
変

え
る
こ
と
に
反
対
を
示
し

た
。
体
調
に
悪
影
響
が
あ
る

な
ど
と
す
る
意
見
が
目
立
っ

た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
現
行
制
度

の
廃
止
議
論
が
一
層
高
ま
る

の
は
必
至
。
２
０
２
０
年
東

京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
暑
さ
対
策
と
し
て
夏
時
間

導
入
の
可
否
が
議
論
さ
れ
て

い
る
日
本
に
も
影
響
が
及
び

そ
う
だ
。

　

近
く
提
案
さ
れ
る
が
、
現

行
制
度
維
持
を
求
め
る
声
も

根
強
い
上
、
制
度
変
更
に
は

全
加
盟
国
の
承
認
が
必
要
な

た
め
、
新
制
度
に
移
行
す
る

に
し
て
も
２
０
〜
２
１
年
ご

ろ
に
な
り
そ
う
だ
。

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
昨

年
、
夏
時
間
制
廃
止
を
求
め

る
７
万
人
超
の
署
名
が
議
会

に
提
出
さ
れ
た
ほ
か
、
主
に

高
緯
度
の
国
々
で
同
様
の
声

が
強
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
問

題
を
担
当
す
る
ブ
ル
ツ
欧
州

委
員
（
運
輸
担
当
）
は
意
見

公
募
を
受
け
「（
現
制
度
廃

止
の
）メ
ッ
セ
ー
ジ
は
明
確
。

わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
に
沿
っ
て

行
動
す
る
」
と
述
べ
た
。

　

意
見
公
募
の
約
３
分
の
２

　
【
共
同
】
総
務
省
が
３
１

日
発
表
し
た
７
月
の
労
働
力

調
査
に
よ
る
と
、
１
５
〜

６
４
歳
の
女
性
に
占
め
る
就

業
者
の
割
合
が
６
９
・
９
％

と
な
り
、
比
較
可
能
な

１
９
６
８
年
以
降
で
最
高

だ
っ
た
。
景
気
回
復
に
よ
る

企
業
の
採
用
意
欲
の
高
ま

り
な
ど
で
働
く
女
性
が
増

え
た
こ
と
が
要
因
と
み
ら

れ
る
。
男
性
の
就
業
率
は

８
３
・７
％
。

　

厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た

有
効
求
人
倍
率
（
季
節
調
整

値
）
は
、
前
月
比
０
・
０
１

ポ
イ
ン
ト
上
昇
の
１
・
６
３

倍
で
、
３
カ
月
連
続
で
改

　

失
業
率
の
悪
化
は
、
新
た

に
求
職
す
る
人
が
増
え
た

り
、
よ
り
良
い
待
遇
を
求
め

て
自
発
的
に
退
職
す
る
人
が

増
え
た
り
し
て
い
る
こ
と
が

背
景
に
あ
る
。

　

都
道
府
県
別
の
有
効
求
人

倍
率
で
最
も
高
い
の
は
東

京
の
２
・
１
６
倍
、
最
も
低

い
の
は
沖
縄
の
１
・
１
４
倍

だ
っ
た
。

　

男
女
別
の
失
業
率
は
、
男

性
が
前
月
比
０
・
１
ポ
イ
ン

ト
上
昇
の
２
・
７
％
、
女
性

は
０
・
１
ポ
イ
ン
ト
上
昇
の

２
・
３
％
だ
っ
た
。
完
全

失
業
者
数
は
前
年
同
月
比

１
９
万
人
減
の
１
７
２
万
人

だ
っ
た
。

を
、
法
的
な
瑕
疵
が
あ
る
と

し
て
翁
長
氏
が
１
５
年
１
０

月
に
取
り
消
し
た
。
１
６
年

１
２
月
に
最
高
裁
が
取
り
消

し
処
分
は
違
法
と
結
論
付
け

た
た
め
、
政
府
は
工
事
を
再

は
ド
イ
ツ
か
ら
寄
せ
ら
れ
、

そ
の
８
４
％
が
現
制
度
廃
止

論
。
一
方
、
ギ
リ
シ
ャ
や
キ

プ
ロ
ス
か
ら
の
意
見
は
過
半

数
が
現
制
度
維
持
だ
っ
た
。

　

欧
州
委
に
よ
る
と
、
欧
州

諸
国
の
多
く
は
夜
間
の
明
る

い
時
間
を
増
や
し
電
力
を
節

約
す
る
こ
と
を
主
目
的
に
、

１
９
７
０
年
代
ご
ろ
ま
で
に

夏
時
間
を
採
用
。
Ｅ
Ｕ
が
そ

の
後
定
め
た
法
令
に
よ
り
、

加
盟
国
は
３
月
下
旬
〜
１
０

月
下
旬
に
夏
時
間
を
一
斉
実

施
し
て
い
る
。
た
だ
、
省
エ

ネ
効
果
は
現
在
、
想
定
さ
れ

た
ほ
ど
高
く
な
い
と
い
う
。

や
、
皇
位
継
承
の
予
算
も
あ

る
。
自
治
体
に
配
る
地
方
交

付
税
は
一
般
会
計
ベ
ー
ス
で

１
５
兆
８
１
１
１
億
円
。

　

政
策
関
連
と
別
に
か
か

る
国
債
費
は
５
・
５
％
増
の

２
４
兆
５
８
７
４
億
円
。
近

年
は
長
期
金
利
の
低
下
で
利

払
い
費
が
圧
縮
さ
れ
て
き
た

が
、
今
回
は
１
８
年
度
要
求

と
同
じ
１
・
２
％
と
想
定
し

て
お
り
、
超
低
金
利
の
財
政

効
果
が
表
れ
に
く
く
な
っ
て
い

る
。

　

特
別
会
計
で
管
理
す
る

東
日
本
大
震
災
の
復
興

予
算
は
２
０
・
７
％
減
の

１
兆
８
７
０
７
億
円
。
要
求

総
額
の
集
計
は
９
月
に
発
表

さ
れ
る
。

開
、
護
岸
で
囲
っ
た
海
域
へ

の
今
年
８
月
１
７
日
以
降
の

土
砂
投
入
を
通
知
し
た
。「
撤

回
」
は
、
承
認
後
の
事
情
の

変
化
を
理
由
に
行
う
措
置
。

　

８
月
８
日
に
死
去
し
た
翁

長
雄
志
知
事
が
生
前
に「（
辺

野
古
に
）
新
基
地
は
造
ら
せ

な
い
と
の
公
約
実
現
に
向
け

全
力
で
取
り
組
む
」
と
し

て
、
撤
回
の
手
続
き
に
入
る

意
向
を
表
明
。
撤
回
権
限
を

委
任
さ
れ
た
謝
花
喜
一
郎
副

　
【
共
同
】
前
線
の
影
響
で

東
北
と
北
陸
で
は
３
１
日
、

断
続
的
に
非
常
に
激
し
い
雨

が
降
っ
た
。
前
線
は
９
月
１

日
に
か
け
て
東
日
本
や
西
日

本
に
南
下
し
、
西
日
本
の
日

本
海
側
で
も
大
雨
に
な
る
見

　
【
北
京
共
同
】
日
本
、
中

国
両
政
府
の
財
政
・
金
融
当

局
は
３
１
日
、
政
策
連
携
を

図
る
「
日
中
財
務
対
話
」
を

北
京
で
開
い
た
。
国
際
的
な

貿
易
ル
ー
ル
を
逸
脱
し
か
ね

な
い
強
硬
な
通
商
政
策
を
進

め
る
ト
ラ
ン
プ
米
政
権
を
念

頭
に
、
反
保
護
主
義
で
協
力

す
る
こ
と
で
一
致
。
終
了
後

に
発
表
し
た
合
意
文
書
に

「
保
護
主
義
は
ど
の
国
の
利

益
に
も
な
ら
ず
、
自
由
で
開

か
れ
た
ル
ー
ル
に
基
づ
く
多

国
間
の
貿
易
体
制
を
維
持
、

推
進
し
て
い
く
」
と
明
記
し

た
。

　

財
務
対
話
に
は
、
麻
生
太

郎
副
総
理
兼
財
務
相
や
中
国

の
劉
昆
財
政
相
ら
が
出
席
し

た
。
麻
生
氏
は
終
了
後
の
記

者
会
見
で
、
中
国
と
自
由
貿

易
の
推
進
で
合
意
し
た
こ
と

に
関
し
「
中
国
に
は
独
断
が

入
っ
て
い
て
定
義
が
違
う
こ

と
は
よ
く
あ
る
が
、
言
葉
を

山
形
新
幹
線
の
新
庄
―
山
形

間
の
上
下
線
で
終
日
運
転
を

見
合
わ
せ
る
と
発
表
し
た
。

　

山
形
県
最
上
町
で
は
同
日

午
前
、
最
上
小
国
川
が
氾
濫

し
、
つ
り
橋
が
崩
落
。

　

山
形
県
で
は
、
戸
沢
村
、

最
上
町
を
含
む
５
市
町
村
の

計
５
０
４
世
帯
１
２
４
０
人

取
っ
て
お
く
の
が
大
事
だ
」

と
意
義
を
強
調
し
た
。

　

劉
氏
は
対
話
の
冒
頭
、
米

国
発
の
貿
易
摩
擦
を
念
頭
に

「
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
で
、
一

国
主
義
、
保
護
主
義
が
エ
ス

カ
レ
ー
ト
し
て
い
る
」
と
述

べ
、
多
国
間
の
枠
組
み
を
生

か
し
て
協
力
し
て
対
応
す
べ

き
だ
と
の
考
え
を
示
し
た
。

　

合
意
文
書
は
日
中
の
金
融

協
力
に
向
け
「
作
業
を
速
や

か
に
進
め
る
」
と
も
指
摘

し
た
。
２
０
１
３
年
に
失
効

し
た
通
貨
交
換
協
定
を
再
開

す
る
た
め
、
詳
細
の
詰
め
を

急
ぐ
。
関
係
者
に
よ
る
と
、

１
０
月
に
予
定
す
る
安
倍
晋

三
首
相
と
習
近
平
国
家
主
席

と
の
首
脳
会
談
で
合
意
す
る

方
向
と
な
っ
た
。

　

麻
生
氏
は「
今
ま
で
の（
財

務
対
話
の
）
中
で
一
番
、
雰

囲
気
が
良
か
っ
た
の
が
最
大

の
成
果
。
と
げ
と
げ
し
く
な

か
っ
た
」
と
総
括
し
、
日
中

関
係
の
改
善
を
強
調
し
た
。

同
行
筋
は
、
米
中
貿
易
摩
擦

の
激
化
で
中
国
側
が
日
本
と

の
融
和
を
急
い
で
い
る
と
の

見
方
を
示
し
た
。

　

日
中
両
政
府
は
、
一
人
っ

子
政
策
な
ど
の
影
響
で
中
国

の
関
心
が
強
い
年
金
制
度
に

つ
い
て
、
持
続
可
能
性
を
高

め
る
た
め
の
共
同
研
究
結
果

も
ま
と
め
た
。

善
。
総
務
省
が
発
表
し
た
完

全
失
業
率
（
同
）
は
前
月
比

０
・１
ポ
イ
ン
ト
上
昇
の
２
・

５
％
で
、
２
カ
月
連
続
で
悪

化
し
た
。

　

女
性
の
就
業
率
を
年
代
別

に
見
る
と
、
１
５
〜
２
４
歳

や
６
０
〜
６
４
歳
で
大
き
く

増
え
た
。
総
務
省
は
、
ア
ル

バ
イ
ト
や
定
年
後
の
再
雇
用

で
就
業
者
が
拡
大
し
た
こ
と

が
影
響
し
た
と
分
析
し
て
い

る
。
１
５
〜
６
４
歳
の
就

業
割
合
は
、
こ
こ
１
０
年
、

５
０
％
台
後
半
か
ら
６
０
％

台
後
半
へ
上
昇
し
て
き
た
。

今
年
４
月
に
は
６
９
・
６
％

に
達
し
て
い
た
。

通
し
。
気
象
庁
は
土
砂
災
害

や
浸
水
へ
の
警
戒
を
呼
び
掛

け
た
。

　

山
形
県
戸
沢
村
で
は
３
１

日
、
土
砂
崩
れ
で
村
道
が
ふ

さ
が
り
、
一
時
は
２
世
帯
５

人
が
孤
立
。Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、

に
避
難
指
示
が
出
た
。

　

石
川
県
七
尾
市
で
も
大
雨

で
熊
木
川
が
氾
濫
し
た
。

　

気
象
庁
に
よ
る
と
、
３
１

日
午
前
、
石
川
県
輪
島
市

で
１
時
間
に
７
７
・
０
ミ
リ
、

山
形
県
金
山
町
で
５
６
・
０

ミ
リ
の
非
常
に
激
し
い
雨
が

降
っ
た
。
前
線
が
日
本
海

か
ら
東
北
北
部
に
延
び
て
暖

か
く
湿
っ
た
空
気
が
流
れ
込

み
、
東
北
か
ら
西
日
本
に
か

け
て
日
本
海
側
を
中
心
に
大

気
の
状
態
が
非
常
に
不
安
定

に
な
っ
た
。

　

１
日
午
前
６
時
ま
で
の

２
４
時
間
予
想
雨
量
は
多
い

地
域
で
東
北
、
北
陸
１
８
０

ミ
リ
、
中
国
１
２
０
ミ

リ
、
関
東
甲
信
、
九
州
北
部

１
０
０
ミ
リ
。

　
【
共
同
】「
防
災
の
日
」（
９

月
１
日
）
を
控
え
た
３
１
日
、

各
地
で
自
治
体
や
住
民
が
連

携
し
た
防
災
訓
練
が
行
わ
れ

た
。
買
い
物
客
や
観
光
客
が

集
ま
る
東
京
・
銀
座
で
は
首

都
直
下
地
震
を
想
定
し
た
大

規
模
な
防
災
訓
練
が
あ
り
、

地
元
の
町
内
会
や
事
業
所
で

つ
く
る
主
催
団
体
に
よ
る
と
、

約
４
千
人
が
参
加
し
た
。

　

訓
練
は
午
前
９
時
半
に
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（
Ｍ
）
７
・
２

の
地
震
が
発
生
し
、
銀
座
を

震
度
６
強
の
揺
れ
が
襲
っ
た

と
想
定
。
参
加
者
は
火
災
の

初
期
消
火
、
け
が
人
の
応
急

手
当
て
や
搬
送
に
当
た
っ
た

り
、
地
域
住
民
ら
を
最
寄
り

の
防
災
拠
点
で
あ
る
中
央
区

立
泰
明
小
学
校
に
誘
導
し
た

り
し
た
。
消
防
庁
の
は
し
ご

車
は
ビ
ル
か
ら
逃
げ
遅
れ
た

人
を
救
助
し
た
。
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シ
ロ
や
マ
リ
ー
ナ
は
政
策
に
集
中

　

労
働
高
裁
の
判
断
に
反
対

す
る
訴
訟
は
４
千
件
も
発
生

し
て
い
た
上
、
労
働
高
裁
の

判
断
に
憲
法
解
釈
上
の
異
議

を
と
な
え
る
申
し
立
て
も
二

つ
企
業
側
か
ら
出
て
い
た
た

め
、
最
高
裁
の
最
終
判
断
が

待
た
れ
て
い
た
。

　

最
高
裁
判
事
全
員
が
参
加

し
た
大
法
廷
の
審
理
で
は
、

「
全
業
務
を
派
遣
、
業
務
委

託
に
頼
れ
る
」
と
し
た
の
は

カ
ル
メ
ン
・
ル
シ
ア
長
官
ら

７
判
事
で
、
そ
れ
に
反
対
し

た
の
は
エ
ジ
ソ
ン
・
フ
ァ
キ

ン
、
ロ
ー
ザ
・
ウ
ェ
ベ
ル
判

事
ら
４
判
事
だ
っ
た
。

　

７
判
事
の
見
解
で
は
「
派

遣
、
業
務
委
託
は
、
企
業
側

に
認
め
ら
れ
た
権
利
で
、
憲

法
に
抵
触
せ
ず
、
労
働
条
件

を
著
し
く
不
利
に
す
る
も
の

で
も
な
い
」、
ま
た
「
憲
法

は『
企
業
活
動
の
基
幹
業
務
』

と
『
そ
う
で
な
い
業
務
』
を

　

８
月
３
１
日
よ
り
統
一
選
挙
の
政
見
放
送
が
は
じ
ま
り
、
１
日
か
ら
は
大
統
領

選
候
補
の
ブ
ロ
ッ
ク
放
送
も
は
じ
ま
る
。
大
統
領
選
の
目
玉
候
補
の
戦
略
を
、
８

月
３
１
日
付
エ
ス
タ
ー
ド
（
Ｅ
）
紙
が
報
じ
て
い
る
。

銃
弾
が
餓
え
や
失
業
と
い
っ

た
言
葉
を
突
き
抜
け
、
黒
人

の
子
ど
も
に
至
る
場
面
を
映

し
出
し
た
後
に
、「
こ
れ
ら

の
問
題
は
銃
で
は
解
決
し
な

い
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

流
す
も
の
が
用
意
さ
れ
て
い

る
と
い
う
。

　

こ
の
情
報
を
耳
に
し
た
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は
、「
花
で
は

平
和
を
確
約
で
き
な
い
」
と

皮
肉
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
３
番
目
に
多
い
持

ち
時
間
の
エ
ン
リ
ケ
・
メ
イ

レ
レ
ス
氏
（
民
主
運
動
・
Ｍ

Ｄ
Ｂ
）
も
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏

へ
の
批
判
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
入

れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
中

に
は
、
目
隠
し
を
さ
れ
た
運

転
手
が
運
転
し
て
い
る
こ
と

に
気
付
い
た
バ
ス
の
乗
客
が

慌
て
ふ
た
め
く
と
い
う
映
像

が
あ
り
、
有
権
者
に
「
怒
り

に
ま
か
せ
て
盲
目
的
に
投
票

す
る
な
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
え
る
と
い
う
。

　

一
方
、
支
持
率
が
比
較
的

高
い
シ
ロ
・
ゴ
メ
ス
氏
（
民

主
労
働
党
・
Ｐ
Ｄ
Ｔ
）
や
マ

リ
ー
ナ
・
シ
ウ
ヴ
ァ
氏
（
Ｒ

Ｅ
Ｄ
Ｅ
）
は
、
報
道
時
間
が

　

統
一
選
挙
恒
例
の
政
見
放

送
が
は
じ
ま
り
、
よ
う
や
く

「
選
挙
到
来
」
の
気
分
が
高

ま
り
は
じ
め
た
。
８
月
３
１

日
午
後
は
、
高
等
選
挙
裁
判

所
で
ル
ー
ラ
氏
が
一
体
ど
の

よ
う
な
処
遇
を
さ
れ
る
の
か

に
注
目
が
集
ま
っ
た
。
本
稿

を
書
い
て
い
る
午
後
３
時
時

２
０
〜
３
０
秒
ほ
ど
で
余
裕

が
な
い
た
め
、
他
候
補
の
批

判
よ
り
自
身
の
政
策
ア
ピ
ー

ル
に
専
念
す
る
と
い
う
。
マ

リ
ー
ナ
氏
は
、
国
の
団
結
と

女
性
の
力
を
訴
え
た
も
の
に

な
る
と
い
う
。

　

ま
た
、
ア
ル
ヴ
ァ
ロ
・
ジ

ア
ス
氏
（
ポ
デ
モ
ス
）
は
、

攻
撃
対
象
を
ル
ー
ラ
氏
に
し

て
お
り
、
ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ

ト
作
戦
の
担
当
判
事
と
し
て

知
ら
れ
る
セ
ル
ジ
オ
・
モ
ロ

氏
を
イ
メ
ー
ジ
戦
略
で
使
う

意
向
を
示
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ギ
リ
ェ
ル
メ
・
ボ

ウ
ロ
ス
氏
（
社
会
主
義
自
由

党
・
Ｐ
Ｓ
Ｏ
Ｌ
）
な
ど
、
時

間
の
ほ
と
ん
ど
な
い
候
補

は
、
ネ
ッ
ト
で
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
注
目
す
る
よ
う
、

視
聴
者
に
呼
び
か
け
る
戦
略

を
と
っ
て
い
る
。

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
が
批
判
の
対
象
に

分
け
て
い
な
い
」
と
い
う
も

の
だ
っ
た
。

　

た
だ
し
、
最
高
裁
は
「
派

遣
会
社
が
労
働
者
に
正
当
な

処
遇
を
し
て
い
な
い
時
は
、

派
遣
労
働

を
依
頼
し

た
会
社
も

責
任
を
問

わ
れ
る
」

と
労
働
高

裁
が
下
し

て
い
た
判

断
と
同
じ

立
場
を

と
っ
た
。

　

最
高
裁

は
ま
た
、

今
回
の
決

定
は
現
在

係
争
中
の

裁
判
に
の

み
有
効
だ

と
し
た
。

を
業
務
委
託
、
派
遣
労
働
に

頼
る
事
が
出
来
る
」
と
規
定

し
て
い
る
た
め
、
２
０
１
１

年
に
労
働
高
裁
（
Ｔ
Ｓ
Ｔ
）

が
下
し
た
「
業
務
委
託
、
派

遣
労
働
で
き
る
の
は
、
企
業

活
動
の
基
幹
業
務
と
関
わ
り

な
い
業
務
（
Ｉ
Ｔ
企
業
に
お

け
る
警
備
、
清
掃
な
ど
）
に

限
る
」
と
の
判
断
と
対
立
し

て
い
た
。

　

連
邦
最
高
裁
（
Ｓ
Ｔ
Ｆ
）

は
大
法
廷
で
８
月
３
０
日
、

「
企
業
が
い
か
な
る
業
務
を

第
三
者
に
委
託
し
て
も
、
憲

法
に
は
抵
触
し
な
い
」
と

の
判
断
を
下
し
た
と
、
８

月
３
０
、３
１
日
付
伯
字
各

紙
・
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
が
報

じ
た
。
伯
国
で
は
「
業
務
委

託
」
や
「
派
遣
労
働
」
を
、

「terceirização

」
と
呼

ん
で
い
る
。

　

昨
年
成
立
し
た
改
正
労
働

法
は
「
企
業
は
全
て
の
業
務

高
等
労
裁
と
は
逆
の
判
断

20
年
前
の
成
績
下
回
る
高
校
生

「
労
働
者
に
不
利
」と
労
組
反
発

こ
れ
は
、過
去
の
裁
判
で「
企

業
活
動
の
基
幹
業
務
を
委
託

し
た
」
と
し
て
罰
せ
ら
れ
、

控
訴
や
上
告
手
段
が
尽
き
て

い
た
場
合
は
、
決
定
は
覆
ら

曜
は
彼
ら
の
放
送
と
な
る
。

　

大
統
領
選
候
補
の
ブ
ロ
ッ

ク
放
送(

１
２
分
３
０
秒
、

土
曜
、
火
曜
、
木
曜)

は
今

日
１
日
か
ら
だ
が
、
３
０
秒

間
の
挿
入
型
の
放
送
は
３
１

日
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
Ｅ

紙
は
各
候
補
の
戦
略
を
以
下

の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

　

ま
ず
、
１
２
分
３
０
秒
の

ブ
ロ
ッ
ク
放
送
で
の
持
ち
時

間
が
５
分
３
２
秒
と
最
も
長

い
ジ
ェ
ラ
ウ
ド
・
ア
ウ
キ
ミ

ン
氏(
民
主
社
会
党
・
Ｐ
Ｓ

Ｄ
Ｂ)

の
戦
略
は
、
ル
ー
ラ

氏(

労
働
者
党
・
Ｐ
Ｔ)

が

不
出
馬
の
際
に
支
持
率
１
位

の
ジ
ャ
イ
ー
ル
・
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
氏(

社
会
自
由
党
・
Ｐ
Ｓ

Ｌ)

を
徹
底
批
判
す
る
こ
と

だ
。

　

既
に
同
氏
の
チ
ー
ム
が
制

作
し
た
も
の
の
中
に
は
、
ス

ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
で
映
し
た

８月３０日のＳＴＦ全体審理の様子（Agencia Brasil）

８月３１日、リオでキャンペーン中のアウキミン氏（@geraldoalckmin）

Ｔ
Ｓ
Ｅ
が
ル
ー
ラ
の
運
命
左
右

教育レベル調査

　

ま
た
、
高
等
選
挙
裁
判
所

（
Ｔ
Ｓ
Ｅ
）
は
８
月
３
１
日

午
後
２
時
半
か
ら
の
特
別
審

理
で
、
政
見
放
送
へ
の
ル
ー

ラ
氏
の
参
加
の
可
否
と
、
同

氏
を
含
む
、
異
議
申
し
立
て

の
あ
っ
た
候
補
３
人
の
出
馬

資
格
に
つ
い
て
審
理
す
る
。

点
で
は
結
果
は
出
て
い
な
い

が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
今
日

は
そ
の
結
果
を
巡
り
、
国
民

が
大
き
な
反
応
を
示
す
こ
と

は
必
至
だ
。
今
後
の
大
統
領

選
の
行
方
も
こ
の
結
果
次
第

で
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
だ

け
に
、
気
に
せ
ず
に
は
い
ら

れ
な
い
。
さ
ら
に
出
馬
無
効

の
場
合
は
、
ハ
ダ
ジ
氏
と
の

候
補
切
り
替
え
が
果
た
し
て

い
つ
に
な
る
の
か
。
ひ
と
つ

ひ
と
つ
の
事
柄
の
持
つ
意
味

が
僅
か
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
変

わ
っ
て
く
る
だ
け
に
、
例
年

に
な
く
ス
リ
リ
ン
グ
な
選
挙

で
も
あ
る
。

　
　
　
　
　

◎

　

８
月
３
０
日
の
サ
ッ
カ
ー

の
リ
ベ
ル
タ
ド
ー
レ
ス
杯
。

パ
ル
メ
イ
ラ
ス
は
、
聖
市
ア

リ
ア
ン
ツ
・
パ
ル
ケ
で
の
対

セ
ー
ロ
・
ポ
ル
テ
ー
ニ
ョ
戦

で
、
前
半
開
始
早
々
に
フ
ェ

リ
ペ
・
メ
ロ
、
後
半
の
試
合

終
了
直
前
に
ダ
イ
ヴ
ァ
ー
ソ

ン
が
レ
ッ
ド
・
カ
ー
ド
で
退

場
処
分
と
い
う
荒
れ
る
試
合

を
行
っ
た
末
、
０
―
１
で
敗

れ
た
。
だ
が
、
同
カ
ー
ド
第

１
試
合
を
２
―
０
で
制
し
て

い
た
た
め
、
準
々
決
勝
に
進

出
し
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、

「
闘
犬
」
こ
と
フ
ェ
リ
ペ
・

メ
ロ
の
退
場
処
分
は
日
常
茶

飯
事
。
か
つ
て
の
セ
レ
ソ
ン

選
手
も
起
用
が
難
し
い
。

　
　
　
　
　

◎

　

８
月
の
聖
州
６
大
水
系
へ

の
降
水
量
は
、
平
年
の
２
倍

以
上
降
っ
た
カ
ン
タ
レ
イ
ラ

水
系
を
は
じ
め
、
ほ
と
ん
ど

で
同
月
の
平
均
降
水
量
を
超

え
た
。
だ
が
、
１
年
で
最
も

雨
の
少
な
い
月
故
、
水
位
回

復
に
は
つ
な
が
ら
ず
、
月
末

の
カ
ン
タ
レ
イ
ラ
の
水
位
は

３
７
・
０
％
、
ア
ウ
ト
・
チ

エ
テ
も
５
０
％
を
切
っ
た
。

他
も
５
０
％
台
が
ほ
と
ん
ど

だ
。
雨
の
戻
る
９
月
以
降
の

降
水
量
に
期
待
し
た
い
が
。

　

８
月
３
１
日
、
聖
市
地
下

鉄
鉄
５
号
線
の
新
駅
Ａ
Ａ
Ｃ

Ｄ
セ
ル
ヴ
ィ
ド
ー
ル
駅
が
開

業
し
た
。
同
日
付
伯
字
サ
イ

ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

同
駅
の
当
面
の
営
業
時
間

は
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ

の
日
は
同
駅
で
行
わ
れ
た
開

通
式
の
せ
い
で
、
午
前
１
１

時
か
ら
の
開
業
と
な
っ
た
。

　

今
回
の
開
業
は
、
こ
れ
ま

で
の
同
線
の
他
の
駅
の
開
業

時
と
は
異
な
り
、
ひ
と
つ
前

の
駅
で
下
車
し
て
無
料
で
乗

り
換
え
を
行
う
も
の
で
は
な

く
、
無
料
期
間
は
な
い
。
各

電
車
も
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｄ
駅
ま
で
直

通
と
な
る
。

　

同
線
で
は
新
駅
が
開
通
す

る
た
び
に
何
ら
か
の
不
備
が

報
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
今
回

も
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
電

車
の
入
り
口
に
高
さ
の
差
が

あ
る
、
ス
ロ
ー
プ
部
分
に
滑

り
止
め
が
施
さ
れ
て
い
な
い

な
ど
、
盲
人
や
車
椅
子
の
乗

客
ら
へ
の
対
応
策
が
不
十
分

な
ど
の
不
備
が
す
で
に
報
じ

ら
れ
て
い
る
。

　

同
線
は
、
本
来
な
ら
サ
ン

パ
ウ
ロ
病
院
駅
、
１
号
線
と

の
連
結
駅
の
サ
ン
タ
ク
ル

ス
駅
、
２
号
線
と
の
連
結
駅

の
シ
ャ
ー
カ
ラ
・
ク
ラ
ヴ
ィ

ン
駅
と
同
時
に
７
月
に
開
通

の
予
定
だ
っ
た
が
、
こ
れ
ら

３
駅
は
９
月
末
に
完
成
予
定

だ
。
な
お
、
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｄ
セ
ル

ヴ
ィ
ド
ー
ル
駅
か
ら
サ
ン
タ

ク
ル
ス
駅
へ
は
、
目
の
前
の

ペ
ド
ロ
・
ド
・
ト
レ
ド
大
通

り
を
１
５
分
強
直
進
す
れ
ば

到
着
で
き
る
の
で
、
１
号
線

に
乗
り
換
え
た
い
場
合
は
徒

歩
で
の
移
動
も
可
能
だ
。

　

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
（
以
下
ポ

語
）
と
数
学
の
点
数
で
生
徒

の
習
熟
度
を
測
定
す
る
基
礎

教
育
評
価
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
ａ

ｅ
ｂ
）
に
よ
る
と
、
高
校
生

の
７
割
は
２
教
科
共
、
学
年

相
応
の
実
力
が
つ
い
て
い
な

い
事
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と

８
月
３
０
、３
１
日
付
伯
字

紙
、
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

Ｓ
ａ
ｅ
ｂ
で
は
隔
年
で
、

５
年
生
と
９
年
生
（
初
等

科
）、
高
校
（
中
等
科
）
３

年
生
の
学
力
を
測
定
し
て
い

る
が
、
２
０
１
７
年
の
試

験
で
の
高
校
生
の
成
績
は

１
９
９
７
年
を
下
回
っ
た
。

　

１
９
９
７
年
と
２
０
１
７

年
を
例
に
す
る
と
、
５
年
生

の
ポ
語
の
平
均
は
１
８
７

点
か
ら
２
１
５
点
に
向
上

し
た
が
、
合
格
ラ
イ
ン
の

２
２
５
点
に
は
届
い
て
い

な
い
。
優
秀
と
さ
れ
た
生

徒
は
１
１
・
９
％
で
、
普
通

が
４
８
・
８
％
、
不
十
分
が

３
９
・３
％
も
い
た
。

　

５
年
生
の
数
学
（
算
数
）

は
平
均
が
１
９
１
点
か
ら

２
２
４
点
に
伸
び
、
学
年
相

応
と
さ
れ
る
２
０
０
点
を
超

え
た
。
優
秀
は
１
５
・
５
％
、

普
通
が
５
１
・
４
％
。
不

十
分
が
約
３
分
の
１
の

３
３
・１
％
い
た
。

　

９
年
生
の
ポ
語
は
、

２
５
０
点
が
２
５
８
点
に
向

上
し
た
が
、
合
格
ラ
イ
ン
の

３
０
０
点
に
は
ま
だ
程
遠

い
。
優
秀
は
２
・
９
％
、
普

通
は
３
６
・
６
％
で
、
不
十

分
は
６
０
・５
％
に
増
え
た
。

　

数
学
は
２
５
０
点
が
２
５

８
点
に
伸
び
た
も
の
の
、
学

年
相
応
の
２
７
５
点
に
は

達
し
な
か
っ
た
。
こ
ち
ら

も
、
優
秀
４
・
５
％
、
普
通

３
２
・
４
％
で
、
不
十
分
が

６
３
・１
％
に
増
え
て
い
る
。

　

高
校
３
年
の
ポ
語
は

２
８
４
点
が
２
６
８
点
に
落

ち
、
学
年
相
当
の
３
５
０

点
が
遠
の
い
た
。
優
秀
１
・

６
％
、
普
通
２
７
・
５
％
で
、

不
十
分
７
０
・９
％
だ
っ
た
。

　

高
校
３
年
は
数
学
も

２
８
９
点
か
ら
２
７
０
点

に
落
ち
て
お
り
、
合
格
ラ

イ
ン
の
３
０
０
点
か
ら
遠

の
い
た
。
優
秀
４
・
５
％
、

普
通
２
３
・
８
％
、
不
十
分

７
１
・７
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

高
校
生
は
、
ポ
語
、
数
学

共
、
常
に
１
９
９
７
年
の
成

績
を
下
回
っ
て
い
る
。
１
９

９
５
年
の
初
回
が
２
９
０
点

だ
っ
た
ポ
語
は
、
１
度
も
初

回
を
上
回
れ
ず
に
い
る
。

　

９
年
生
は
今
回
初
め
て
、

初
回
の
２
５
６
点
を
越
え

た
。
初
等
教
育
で
識
字
教
育

を
強
化
し
た
事
も
あ
り
、
５

年
生
は
２
０
１
１
年
に
初
回

の
１
８
８
点
を
越
え
、
右
肩

上
が
り
だ
。

　

数
学
は
、
９
年
生
が
２
０

０
１
年
に
初
回
の
２
５
３
点

に
追
い
つ
き
、
や
や
伸
張
。

５
年
生
は
２
０
０
７
年
に
初

回
と
９
７
年
の
１
９
１
点
を

超
え
、
右
肩
上
が
り
だ
。

　

高
校
生
の
成
績
は
、
節
目

の
年
以
外
の
留
年
廃
止
や
、

進
学
者
増
加
（
現
在
の
在
籍

者
は
７
９
万
人
、
８
８
％
は

公
立
校
に
在
籍
）
な
ど
で
伸

び
悩
ん
で
い
る
よ
う
だ
。

　

８
月
３
０
日
、
エ
レ
ト
ロ

ブ
ラ
ス
社
所
有
の
北
伯
配
電

会
社
３
社
の
経
営
権
公
開
入

札
が
行
な
わ
れ
、
エ
ネ
ル
ジ

サ
社
が
２
社
、
オ
リ
ヴ
ェ
イ

ラ
・
エ
ネ
ル
ジ
ア
社
が
１
社

落
札
し
た
と
８
月
３
０
、３

１
日
付
伯
字
紙
・
ニ
ュ
ー
ス

サ
イ
ト
が
報
じ
た
。
連
邦
政

府
が
過
半
数
の
株
を
所
有
す

る
公
社
的
組
織
エ
レ
ト
ロ
ブ

ラ
ス
の
経
営
効
率
を
上
げ
る

た
め
、
一
部
を
民
間
に
払
い

下
げ
る
試
み
の
一
環
だ
。

　

エ
ネ
ル
ジ
サ
社
は
ア
ク
レ

州
の
エ
レ
ト
ロ
ア
ク
レ
社
と

ロ
ン
ド
ニ
ア
州
の
セ
ロ
ン

社
の
２
社
、
オ
リ
ヴ
ェ
イ

ラ
・
エ
ネ
ル
ジ
ア
社
は
ボ

ア
・
ヴ
ィ
ス
タ
社
１
社
の
経

営
権
を
取
得
し
た
。
２
社
に

は
今
後
５
年
で
合
計
１
５
億

レ
ア
ル
の
設
備
投
資
が
義

務
付
け
ら
れ
る
。
そ
の
内

６
億
６
８
０
０
万
レ
は
即
時

投
入
だ
。

　

エ
ネ
ル
ジ
サ
社
は
同
社
サ

イ
ト
に
よ
れ
ば
、
１
９
０
５

年
に
ミ
ナ
ス
州
で
創
業
し
た

民
間
電
力
企
業
の
老
舗
に
し

て
大
手
で
、
現
在
で
は
パ
ラ

イ
バ
州
、
リ
オ
州
、
麻
州
、

南
麻
州
な
ど
全
国
民
の
８
％

に
配
電
す
る
。

　

オ
リ
ヴ
ェ
イ
ラ
・
オ
ネ
ル

ジ
ア
社
は
、
同
社
サ
イ
ト
に

よ
れ
ば
、
１
９
７
２
年
に
ア

マ
ゾ
ナ
ス
州
で
創
業
し
た
。

同
州
と
ロ
ラ
イ
マ
州
の
２
０

０
万
人
に
配
電
す
る
ア
マ
ゾ

ン
独
自
の
地
場
企
業
だ
。

　

配
電
会
社
の
入
札
は
「
落

札
し
た
ら
い
か
に
安
く
電
力

を
供
給
で
き
る
か
」
を
競

政見放送がいよいよスタート
　

昨
日
３
１
日
に
は
、
州
知

事
や
上
下
両
院
議
員
、
州
議
員
候
補
の
政
見
放
送
が
は
じ

ま
っ
た
。
金
曜
、
月
曜
、
水

る
。
競
合
な
し
で
落
札
し
た

２
社
は
入
札
条
件
を
公
開
し

た
。
エ
ネ
ル
ジ
サ
社
は
電
気

代
を
３
・
２
７
％
安
く
す
る

条
件
で
エ
レ
ト
ロ
ア
ク
レ
社

を
落
札
、
セ
ロ
ン
社
は
１
・

７
５
％
だ
っ
た
。
オ
リ
ヴ
ェ

イ
ラ
・
エ
ネ
ル
ジ
ア
社
が
、

ボ
ア
・
ヴ
ィ
ス
タ
社
を
落
札

し
た
際
に
提
示
し
た
値
引
き

率
は
ゼ
ロ
％
だ
っ
た
。

　

政
府
は
数
カ
月
以
内
に
ア

マ
ゾ
ナ
ス
州
の
ア
マ
ゾ
ナ

ス
・
エ
ネ
ル
ジ
ア
社
と
、
ア

ラ
ゴ
ア
ス
州
の
セ
ア
ル
社
の

入
札
も
行
う
予
定
だ
。

　

モ
レ
イ
ラ
・
フ
ラ
ン
コ
鉱

山
動
力
相
は
、
北
伯
や
北
東

伯
地
方
は
配
電
会
社
へ
の
設

備
投
資
が
行
き
届
か
ず
、
供

給
さ
れ
る
電
力
の
質
が
低
く

電
気
代
も
高
か
っ
た
事
に
触

れ
、「
我
々
は
国
内
電
力
格

差
と
い
う
問
題
の
解
消
に
向

け
て
進
ん
で
い
る
」
と
語
っ

た
。

Ａ
Ａ
Ｃ
Ｄ
駅
が
や
っ
と
開
業

ま
た
も
内
部
不
備
の
報
道
も

７
割
が
数
学
、ポ
語
で
不
十
分

大統領選
連邦最高裁
「
全
業
務
に
派
遣
認
め
る
」と
決
定

（２）２０１８年 第５０７４号 ９月 １日 （土曜日）

聖市地下鉄
５号線

北
伯
配
電
会
社
３
社
を
落
札

民
営
化
で
電
力
格
差
の
解
消
へ

な
い
し
、
裁
判
の
や
り
直
し

も
な
い
と
い
う
意
味
だ
。

　
「
派
遣
、
業
務
委
託
で
き

る
業
務
に
区
別
は
な
い
」
と

の
憲
法
解
釈
は
、
常
に
全
国

工
業
連
合
（
Ｃ
Ｎ
Ｉ
）
も

主
張
し
て
き
た
。
Ｃ
Ｎ
Ｉ
は

「
ジ
ュ
ー
ス
会
社
が
果
物
採

取
業
務
を
『
企
業
活
動
の
基

幹
業
務
』
と
さ
れ
、
派
遣
利

用
を
禁
止
さ
れ
た
こ
と
も
あ

る
」
と
し
て
い
る
。

　

三
大
労
組
の
一
つ
、
フ
ォ

ル
サ
・
シ
ン
ジ
カ
ル
の
ミ
ゲ

ル
・
ト
ー
レ
ス
会
長
は
、「
労

働
者
は
業
種
ご
と
に
組
合
を

作
り
、
団
体
交
渉
で
権
利
を

勝
ち
取
っ
て
い
る
。
今
の
労

働
契
約
の
期
限
が
き
た
ら
、

経
営
者
た
ち
は
一
斉
に
派
遣

に
切
り
替
え
て
、
労
働
者
が

酷
く
不
利
な
条
件
に
置
か
れ

か
ね
な
い
」
と
の
声
明
を
発

表
し
た
。



  

「
日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

は
、
世せ

界か
い

の
約や

く

１
８
０
カ
国こ

く

の
憲け

ん

法ぽ
う

の
中な

か

で
、
１
５
番ば

ん

目め

に
古ふ

る

い
」
と
い
う
事じ

実じ
つ

を
ご
存ぞ

ん

知じ

だ
ろ
う
か
？　

世せ

界か
い

の
憲け

ん

法ぽ
う

を
古ふ

る

い
順じ

ゅ
んに
ト
ッ
プ
５
と
、
敗は

い

戦せ
ん

国こ
く

の
日に

ち

独ど
く

伊い

の

み
紹

し
ょ
う

介か
い

す
る
と
、[

１
，ｐ
１
７]

　
順

じ
ゅ
ん

位い 　
制せ

い

定て
い

年ね
ん 　
　
　
国こ

く

名め
い　
―　
　
改か

い

正せ
い

の
実じ

っ

際さ
い

　
　
①　
１
７
８
７　
　
ア
メ
リ
カ

　
　
　
―
　
１
９
９
２
ま
で
に
１
８
回か

い

、
２
７
ヶ
条じ

ょ
うの
追つ

い

補ほ

　
　
②　
１
８
１
４　
　
ノ
ル
ウ
ェ
ー

　
　
　
―　
１
９
９
５
ま
で
に
１
３
９
回か

い
、
２
５
６
ヶ
条じ

ょ
うの
改か

い
正せ

い

　
　
③　
１
８
３
１　
　
ベ
ル
ギ
ー

　
　
　
―　
大お

お

き
く
５
次じ

の
改か

い

正せ
い

、
１
９
９
３
に
大だ

い

改か
い

正せ
い

　
　
④　
１
８
６
８　
　
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ

　
　
　
―　
１
９
８
３
ま
で
に
９
回か

い

改か
い

正せ
い

　
　
⑤　
１
８
７
４　
　
ス
イ
ス

　
　
　
―　
１
９
９
７
ま
で
に
１
３
２
回か

い

改か
い

正せ
い

　
　
　
　
　
　
～
～
～

　
　
⑮　
１
９
４
６　
　
日に

本ほ
ん　
―　
　
　
無む

改か
い

正せ
い

　
　
　
　
　
　
～
～
～

　
　
⑰　
１
９
４
７　
　
イ
タ
リ
ア

　
　
　
―　
１
９
９
３
ま
で
に
６
回か

い

改か
い

正せ
い

　
　
⑱　
１
９
４
９　
　
ド
イ
ツ

　
　
　
―　
１
９
９
８
ま
で
に
４
６
回か

い

改か
い

正せ
い

  　

我わ
れ

々わ
れ

は
、
戦せ

ん

後ご

の
「
新し

ん

憲け
ん

法ぽ
う

」
は
世せ

界か
い

で
も
新あ

た
ら
し
い
も

の
と
な
ん
と
な
く
思お

も

っ
て
い
る
が
、
こ
う
し
て
他た

の
国く

に

々ぐ
に

と
比ひ

較か
く

し
て
み
る
と
、
実じ

つ

は
そ
う
で
は
な
い
と
い
う
、
思お

も

い
が
け
な

い
事じ

実じ
つ

が
浮う

か
び
上あ

が
る
。
こ
の
よ
う
な
比ひ

較か
く

を
産さ

ん

業ぎ
ょ
う

界か
い

で

は
ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ
と
言い

い
、
自じ

社し
ゃ

を
客

き
ゃ
く

観か
ん

的て
き

に
評

ひ
ょ
う

価か

し
て
、

「
井せ

い

の
中な

か

の
蛙か

わ
ず
」
に
な
ら
な
い
よ
う
務つ

と

め
て
い
る
。
今こ

ん

回か
い

は
、

憲け
ん

法ぽ
う

論ろ
ん

議ぎ

の
最さ

い

初し
ょ

と
し
て
、
ま
ず
こ
の
ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ
で
、

客き
ゃ
く

観か
ん

的て
き

な
事じ

実じ
つ

認に
ん

識し
き

を
し
て
お
こ
う
。

　

上う
え

の
リ
ス
ト
で
断だ

ん

然ぜ
ん

目め

立だ

つ
の
は
、
日に

本ほ
ん

の
「
無む

改か
い

正せ
い

」
で

憲け
ん

法ぽ
う

の
国こ

く

際さ
い

　
　
ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ

１９９９年
ねん

９月
がつ

１８日
にち

版
ばん

あ
る
。
２
１
位い

ま
で
見み

て
も
、他ほ

か

に
「
無む

改か
い

正せ
い

」
の
国く

に

は
な
い
。

改か
い

正せ
い

を
憲け

ん

法ぽ
う

の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
と
と
ら
え
る
と
、現げ

ん

行こ
う

バ
ー

ジ
ョ
ン
で
は
、
日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

が
世せ

界か
い

最さ
い

古こ

と
な
る
。
わ
が
国く

に

は

５
０
年ね

ん

以い

上じ
ょ
うも
憲け

ん

法ぽ
う

改か
い

正せ
い

な
し
の
世せ

界か
い

記き

録ろ
く

を
更こ

う

新し
ん

中ち
ゅ
うな
の

で
あ
る
。

　

日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

は
世せ

界か
い

で
も
唯ゆ

い

一い
つの
平へ

い

和わ

主し
ゅ

義ぎ

憲け
ん

法ぽ
う

で
あ
り
、

第だ
い

９
条じ

ょ
うを
世せ

界か
い

に
輸ゆ

出し
ゅ
つす
べ
し
な
ど
と
説と

く
人ひ

と

々び
と

が
い
る
。
こ

れ
も
ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ
で
検け

ん

証し
ょ
うし
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
、
日に

本ほ
ん

と
同ど

う

様よ
う

に
「
国こ

く

際さ
い

紛ふ
ん

争そ
う

解か
い

決け
つ

す
る
た
め
の
手し

ゅ

段だ
ん

と
し
て
の
戦せ

ん

争そ
う

放ほ
う

棄き

」
を
憲け

ん

法ぽ
う

で
謳う

た
っ
て
い
る
国く

に

々ぐ
に

は
、
ア

ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
エ
ク
ア
ド
ル
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
イ
タ
リ
ア
、

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
７
ヶ
国こ

く

に

の
ぼ
る
。

　

さ
ら
に
「
国こ

く

際さ
い

紛ふ
ん

争そ
う

の
平へ

い

和わ

的て
き

解か
い

決け
つ

」、「
侵し

ん

略り
ゃ
く

戦せ
ん

争そ
う

ま

た
は
攻こ

う

撃げ
き

的て
き

戦せ
ん

争そ
う

の
否ひ

認に
ん

」、「
平へ

い

和わ

を
国こ

っ

家か

目も
く

標ひ
ょ
うに
設せ

っ

定て
い

」、

「
中

ち
ゅ
う

立り
つ

政せ
い

策さ
く

の
推す

い

進し
ん

」
な
ど
、
何な

ん

ら
か
の
形か

た
ち
で
こ
れ
ら
平へ

い

和わ

主し
ゅ

義ぎ

条じ
ょ
う

項こ
う

を
憲け

ん

法ぽ
う

に
取と

り
入い

れ
て
い
る
国こ

っ

家か

は
実じ

つ

に
１
２
４

カ
国こ

く

に
及お

よ

ぶ
。

　

歴れ
き

史し

的て
き

に
み
て
も
最さ

い

初し
ょ

に
平へ

い

和わ

主し
ゅ

義ぎ

条じ
ょ
う

項こ
う

を
唱と

な

え
た
の
は

日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

で
は
な
い
。
第だ

い

一い
ち

次じ

世せ

界か
い

大た
い

戦せ
ん

の
反は

ん

省せ
い

と
し
て
、

１
９
１
９
年ね

ん

の
ベ
ル
サ
イ
ユ
平へ

い

和わ

条じ
ょ
う

約や
く

、
１
９
２
４
年ね

ん

の
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
議ぎ

定て
い

書し
ょ

、
１
９
２
５
年ね

ん

の
ロ
カ
ル
ノ
条

じ
ょ
う

約や
く

な
ど
を
経へ

て
、
１
９
２
８
年ね

ん

に
締て

い

結け
つ

さ
れ
た
不ふ

戦せ
ん

条じ
ょ
う

約や
く

で
は
、「
国こ

く

際さ
い

紛ふ
ん

争そ
う

解か
い

決け
つ

の
手し

ゅ

段だ
ん

と
し
て
の
戦せ

ん

争そ
う

」
と
「
国こ

く

策さ
く

遂す
い

行こ
う

の
手し

ゅ

段だ
ん

と
し
て
の
戦せ

ん

争そ
う

」
が
違い

法ほ
う

と
さ
れ
た
。

　
「
国こ

く

策さ
く

遂す
い

行こ
う

の
手し

ゅ

段だ
ん

と
し
て
の
戦せ

ん

争そ
う

放ほ
う

棄き

」
は
、
１
９
３
１

年ね
ん

の
ス
ペ
イ
ン
憲け

ん

法ぽ
う

や
１
９
３
５
年ね

ん

の
フ
ィ
リ
ピ
ン
憲け

ん

法ぽ
う

に
取と

り
入い

れ
ら
れ
た
。
１
９
４
０
年ね

ん

の
キ
ュ
ー
バ
憲け

ん

法ぽ
う

は
「
侵し

ん

略
り
ゃ
く

戦せ
ん

争そ
う

の
否ひ

認に
ん

」
を
明め

い

記き

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
平へ

い

和わ

主し
ゅ

義ぎ

憲け
ん

法ぽ
う

の
嚆こ

う

矢し

で
あ
る
。
日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

の
平へ

い

和わ

主し
ゅ

義ぎ

は
、
決け

っ

し
て

オ
リ
ジ
ナ
ル
で
も
、
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
も
な
い
。

　

た
だ
し
、
日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

が
ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
、「
平へ

い

和わ

主し
ゅ

義ぎ

＝
非ひ

武ぶ

装そ
う

」
と
し
て
い
る
点て

ん

で
あ
る
。
非ひ

武ぶ

装そ
う

を
謳う

た

っ
て
い
る

憲け
ん

法ぽ
う

は
世せ

界か
い

で
も
皆か

い

無む

で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
、
こ
の
「
非ひ

武ぶ

装そ
う

主し
ゅ

義ぎ

」
を
世せ

界か
い

に
輸ゆ

出し
ゅ
つす
る
か
？

　

し
か
し
海か

い

上じ
ょ
う

自じ

衛え
い

隊た
い

が
第だ

い

７
位い

に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
る
な

ど
、
世せ

界か
い

で
も
有ゆ

う

数す
う

の
規き

模ぼ

を
誇ほ

こ

る
自じ

衛え
い

隊た
い

を
持も

ち
な
が
ら
、

こ
れ
を
軍ぐ

ん

隊た
い

で
は
な
い
と
強

き
ょ
う

弁べ
ん

し
て
、「
非ひ

武ぶ

装そ
う

主し
ゅ

義ぎ

を
見み

習な
ら

い
な
さ
い
」
と
持も

ち
か
け
て
も
、
世せ

界か
い

の
人ひ

と

々び
と

は
ジ
ョ
ー
ク
と

し
て
し
か
受う

け
と
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

逆ぎ
ゃ
くに
、
平へ

い

和わ

主し
ゅ

義ぎ

条じ
ょ
う

項こ
う

で
世せ

界か
い

の
国く

に

々ぐ
に

か
ら
、
学ま

な

ぶ
べ
き

点て
ん

が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
核か

く

兵へ
い

器き

の
廃は

い

絶ぜ
つ

を
憲け

ん

法ぽ
う

に
謳う

た
っ
て
い

る
国く

に

々ぐ
に

が
少す

く

な
く
な
い
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
、

ニ
カ
ラ
グ
ア
、
パ
ラ
オ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
で
あ
る
。
わ
が
国く

に

は
唯ゆ

い

一い
つ
の
被ひ

爆ば
く

国こ
く

と
し
て
、
世せ

界か
い

に
反は

ん

核か
く

を
訴う

っ
た
え
て
い
る
が
、

真し
ん

に
反は

ん

核か
く

を
国こ

く

是ぜ

と
す
る
な
ら
、
当と

う

然ぜ
ん

、
憲け

ん

法ぽ
う

に
そ
の
旨む

ね

を

明め
い

記き

す
べ
き
だ
ろ
う
。[

１
，ｐ
１
９]

　
「
基き

本ほ
ん

的て
き

人じ
ん

権け
ん

の
尊そ

ん

重ち
ょ
う」
に
お
い
て
も
、
日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

は
世せ

界か
い

に
誇ほ

こ

る
べ
き
も
の
だ
、
と
思お

も
っ
て
い
る
人ひ

と

が
多お

お

い
。
し
か
し
、

さ
す
が
に
５
０
年ね

ん

以い

上じ
ょ
うも
改か

い

正せ
い

を
怠

お
こ
た
っ
て
い
る
と
、
世せ

界か
い

の
新

あ
た
ら

し
い
人じ

ん

権け
ん

思し

想そ
う

の
潮

ち
ょ
う

流り
ゅ
うか
ら
取と

り
残の

こ

さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

１
９
９
０
年ね

ん

代だ
い

に
制せ

い

定て
い

さ
れ
た
新し

ん

憲け
ん

法ぽ
う

６
５
の
う
ち
、
実じ

つ

に
５
１
の
憲け

ん

法ぽ
う

が
、
環か

ん

境き
ょ
うに
関か

ん

す
る
条

じ
ょ
う

項こ
う

を
設も

う

け
て
い
る
。
こ

の
傾け

い

向こ
う

は
す
で
に
７
０
年ね

ん

代だ
い

か
ら
始は

じ

ま
っ
て
お
り
、
た
と
え
ば
、

１
９
７
８
年ね

ん

の
ス
ペ
イ
ン
憲け

ん

法ぽ
う

で
は
、「
何な

ん

人び
と

も
、
人じ

ん

格か
く

の
発は

っ

展て
ん

に
ふ
さ
わ
し
い
環か

ん

境き
ょ
うを
享

き
ょ
う

受じ
ゅ

す
る
権け

ん

利り

を
有ゆ

う

し
、
お
よ
び

こ
れ
を
保ほ

護ご

す
る
義ぎ

務む

を
負お

う
」
と
あ
る
。

　

同ど
う

様よ
う

に
、
６
５
の
新し

ん

憲け
ん

法ぽ
う

の
う
ち
、
４
４
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
権け

ん

利り

を
明め

い

記き

し
て
い
る
。
特と

く

に
ク
ロ
ア
チ
ア
な
ど
最さ

い

近き
ん

の
憲け

ん

法ぽ
う

は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
発は

っ

達た
つ

を
反は

ん

映え
い

し
て
、
個こ

人じ
ん

デ
ー
タ
の

保ほ

護ご

を
取と

り
入い

れ
て
い
る
も
の
ま
で
あ
る
。

　
「
知し

る
権け

ん

利り

」
に
つ
い
て
は
、
６
５
の
う
ち
２
５
カ
国こ

く

が
取と

り
入い

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
外が

い

国こ
く

人じ
ん

の
権け

ん

利り

保ほ

護ご

、
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

・

身し
ん

体た
い

不ふ

自じ

由ゆ
う

者し
ゃ

の
保ほ

護ご

、
消

し
ょ
う

費ひ

者し
ゃ

の
保ほ

護ご

、
ス
ポ
ー
ツ
・
余よ

暇か

の
奨

し
ょ
う

励れ
い

、
文ぶ

ん

化か

お
よ
び
伝で

ん

統と
う

の
保ほ

護ご

・
育い

く

成せ
い

な
ど
、
人じ

ん

権け
ん

条じ
ょ
う

項こ
う

の
多た

様よ
う

化か

が
進す

す

ん
で
い
る
。

　

半は
ん

世せ
い

紀き

以い

上じ
ょ
うも
前ま

え

の
ま
ま
の
日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

に
は
、
当と

う

然ぜ
ん

こ

れ
ら
の
新あ

た
ら
し
い
概が

い

念ね
ん

は
な
く
、
抽

ち
ゅ
う

象し
ょ
う

的て
き

な
「
幸こ

う

福ふ
く

追つ
い

求き
ゅ
うの
権け

ん

利り

」
で
済す

ま
せ
て
い
る
。

　

も
う
一ひ

とつ
、
人じ

ん

権け
ん

は
当と

う

然ぜ
ん

、
無む

制せ
い

限げ
ん

で
は
あ
り
え
な
い
。
日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

で
も
第だ

い

１
２
条じ

ょ
うに
、「
国こ

く

民み
ん

は
、
こ
れ
を
濫ら

ん

用よ
う

し
て

は
な
ら
な
い
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
い
か
に
も
抽

ち
ゅ
う

象し
ょ
う

的て
き

な
お

説せ
っ

教き
ょ
うに
過す

ぎ
な
い
。
ど
う
い
う
場ば

合あ
い

が
「
濫ら

ん

用よ
う

」
な
の
か
が

１
．
日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

、無む

改か
い

正せ
い

期き

間か
ん

の

　
　

世せ

界か
い

記き

録ろ
く

更こ
う

新し
ん

中ち
ゅ
う

定て
い

義ぎ

さ
れ
て
い
な
い
と
、
法ほ

う

文ぶ
ん

と
し
て
は
不ふ

十じ
ゅ
う

分ぶ
ん

で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
１
９
６
６
年ね

ん

の
国こ

く

際さ
い

人じ
ん

権け
ん

規き

約や
く

で
は
、
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

の
自じ

由ゆ
う

は
「
国く

に

の
安あ

ん

全ぜ
ん

、
公こ

う

の
秩ち

つ

序じ
ょ

、
ま
た
は
、
公こ

う

衆し
ゅ
うの
健け

ん

康こ
う

ま
た
は
道ど

う

徳と
く

の
保ほ

護ご

」
の
観か

ん

点て
ん

か
ら
制せ

い

約や
く

に
付ふ

さ
れ
る
と
し

て
い
る
。

　

基き

本ほ
ん

的て
き

人じ
ん

権け
ん

と
は
、
具ぐ

体た
い

的て
き

に
ど
の
よ
う
な
権け

ん

利り

を
含ふ

く

み
、

そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
場ば

合あ
い

に
制せ

い

約や
く

を
受う

け
る
の
か
、
こ
の
点て

ん

を

明め
い

確か
く

化か

し
よ
う
と
い
う
真し

ん

摯し

な
努ど

力り
ょ
くを
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

は
続つ

づ

け
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
真し

ん

に
人じ

ん

権け
ん

を
尊そ

ん

重ち
ょ
うす
る
道み

ち

で
あ
ろ

う
。[

１
，ｐ
２
５]

　

日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

は
、
全ぜ

ん

体た
い

的て
き

に
格か

く

調ち
ょ
う

高た
か

く
、
非ひ

常じ
ょ
うに
整

と
と
の
っ
た

憲け
ん

法ぽ
う

で
あ
る
と
評

ひ
ょ
う

価か

す
る
向む

き
が
あ
る
。
は
た
し
て
そ
う
で
あ

ろ
う
か
。
例た

と

え
ば
次つ

ぎ

の
２
つ
の
条

じ
ょ
う

文ぶ
ん

を
比ひ

較か
く

し
て
も
ら
い
た
い
。

　
第だ

い

９
７
条じ

ょ
う　
こ
の
憲け

ん

法ぽ
う

が
日に

本ほ
ん

国こ
く

民み
ん

に
保ほ

障し
ょ
うす
る
基き

本ほ
ん

的て
き

人じ
ん

権け
ん

は
、
人じ

ん

類る
い

の
多た

年ね
ん

に
わ
た
る
自じ

由ゆ
う

獲か
く

得と
く

の
努ど

力り
ょ
くの
成せ

い

果か

で
あ
つ
て
、
こ
れ
ら
の
権け

ん

利り

は
、
過か

去こ

幾い
く

多た

の
試し

練れ
ん

に
堪た

へ
、

現げ
ん

在ざ
い

及お
よ

び
将

し
ょ
う

来ら
い

の
国こ

く

民み
ん

に
対た

い

し
、
侵お

か

す
こ
と
の
で
き
な
い
永え

い

久き
ゅ
うの
権け

ん

利り

と
し
て
信し

ん

託た
く

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
第だ

い

１
１
条じ

ょ
う　
国こ

く

民み
ん

は
、
す
べ
て
の
基き

本ほ
ん

的て
き

人じ
ん

権け
ん

の
享

き
ょ
う

有ゆ
う

を

妨さ
ま
たげ
ら
れ
な
い
。
こ
の
憲け

ん

法ぽ
う

が
国こ

く

民み
ん

に
保ほ

障し
ょ
うす
る
基き

本ほ
ん

的て
き

人じ
ん

権け
ん

は
、
侵お

か

す
こ
と
の
で
き
な
い
永え

い

久き
ゅ
うの
権け

ん

利り

と
し
て
、
現げ

ん

在ざ
い

及お
よ

び
将

し
ょ
う

来ら
い

の
国こ

く

民み
ん

に
与あ

た
へ
ら
れ
る
。

　

ほ
と
ん
ど
、
同お

な

じ
よ
う
な
内な

い

容よ
う

で
あ
る
。
全ぜ

ん

体た
い

で
も
わ
ず

か
１
０
３
条じ

ょ
うし
か
な
い
憲け

ん

法ぽ
う

に
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
繰く

り

返か
え

し
が
あ
る
の
か
。

　

実じ
つ

は
、
占せ

ん

領り
ょ
う

軍ぐ
ん

総そ
う

司し

令れ
い

部ぶ

が
作さ

く

成せ
い

し
た
草そ

う

案あ
ん

は
、
９
７
条

じ
ょ
う

に
近ち

か

い
も
の
だ
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
歴れ

き

史し

的て
き

・
芸げ

い

術じ
ゅ
つ

的て
き

表
ひ
ょ
う

現げ
ん

は
、
日に

本ほ
ん

の
法ほ

う

文ぶ
ん

の
体た

い

系け
い

に
合あ

わ
な
い
と
し
て
、
日に

本ほ
ん

側が
わ

が

書か

き
改あ

ら
た
め
た
の
が
第だ

い

１
１
条じ

ょ
うな
の
で
あ
る
。

　

総そ
う

司し

令れ
い

部ぶ

も
い
っ
た
ん
は
日に

本ほ
ん

案あ
ん

を
了

り
ょ
う

解か
い

し
た
の
だ
が
、
後あ

と

で
「
実じ

つ

は
、
あ
の
条

じ
ょ
う

文ぶ
ん

は
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
将

し
ょ
う

軍ぐ
ん

（
総そ

う

司し

令れ
い

部ぶ

民み
ん

生せ
い

局き
ょ
く

長ち
ょ
う）
が
自み

ず
か
ら
筆ふ

で

を
と
っ
た
自じ

慢ま
ん

の
も
の
だ
か
ら
、
せ

め
て
後あ

と

の
章し

ょ
うに
で
も
い
い
か
ら
入い

れ
て
も
ら
い
た
い
」
と
懇こ

ん

請せ
い

し
て
き
た
。

　

そ
こ
で
、
第だ

い

９
７
条じ

ょ
う
と
し
て
生い

か
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
局

き
ょ
く

長ち
ょ
うは
自じ

分ぶ
ん

の
自じ

慢ま
ん

作さ
く

が
残の

こ

っ
た
こ
と
に
い
た

く
満ま

ん

足ぞ
く

し
て
、
日に

本ほ
ん

側が
わ

担た
ん

当と
う

者し
ゃ

の
手て

を
握に

ぎ

っ
て
何な

ん

度ど

も
お
礼れ

い

を
言い

っ
た
。
こ
の
担た

ん

当と
う

者し
ゃ

は
、「
い
っ
た
い
、
ど
こ
の
国く

に

の
憲け

ん

法ぽ
う

を
手て

伝つ
だ

い
に
き
た
の
か
」
と
い
う
錯さ

っ

覚か
く

を
お
こ
し
そ
う
に
な
っ

た
と
い
う
。[

１
，ｐ
２
１
０]

　

外が
い

国こ
く

人じ
ん
へ
の
ご
ま
す
り
の
た
め
に
、
本ほ

ん

来ら
い

不ふ

要よ
う

な
条

じ
ょ
う

文ぶ
ん

が
追つ

い

加か

さ
れ
た
と
い
う
の
は
、
世せ

界か
い

で
も
例れ

い

が
な
い
に
違ち

が

い
な
い
。

　

文ぶ
ん

章し
ょ
う

自じ

体た
い

の
格か

く

調ち
ょ
うの
高た

か

さ
を
見み

て
み
よ
う
。
前ぜ

ん

文ぶ
ん

は
次つ

ぎ

の

文ぶ
ん

章し
ょ
うで
始は

じ

ま
る
。

　
日に

本ほ
ん

国こ
く

民み
ん

は
、
正せ

い

当と
う

に
選せ

ん

挙き
ょ

さ
れ
た
国こ

っ

会か
い

に
お
け
る
代だ

い

表
ひ
ょ
う

者し
ゃ

を
通つ

う

じ
て
行こ

う

動ど
う

し
、
わ
れ
ら
と
わ
れ
ら
の
子し

孫そ
ん

の
た
め
に
、

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎

まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、
少
すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえる
よう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を
読

よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事
を紹

しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．
世せ

界か
い

で
唯ゆ

い

一い
つ

の
平へ

い

和わ

憲け
ん

法ぽ
う

？

（３） ２０１８年第５０７４号 	 ９月	 １日	（土曜日）

３
．
基き

本ほ
ん

的て
き

人じ
ん

権け
ん

は

　
　

完か
ん

備び

し
て
い
る
か
？

４
．
非ひ

常じ
ょ
う

に
整と

と
のっ
た
憲け

ん

法ぽ
う

？

日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

、
無む

改か
い

正せ
い

期き

間か
ん

の
世せ

界か
い

記き

録ろ
く

更こ
う

新し
ん

中ち
ゅ
う

。

諸し
ょ

国こ
く

民み
ん

と
の
協

き
ょ
う

和わ

に
よ
る
成せ

い

果か

と
、
わ
が
国く

に

全ぜ
ん

土ど

に
わ
た
つ

て
自じ

由ゆ
う

の
も
た
ら
す
恵け

い

沢た
く

を
確か

く

保ほ

し
、
政せ

い

府ふ

の
行こ

う

為い

に
よ
つ

て
再ふ

た
た
び
戦せ

ん

争そ
う

の
惨さ

ん

禍か

が
起お

こ

る
こ
と
の
な
い
や
う
に
す
る
こ
と

を
決け

つ

意い

し
、
こ
こ
に
主し

ゅ

権け
ん

が
国こ

く

民み
ん

に
存そ

ん

す
る
こ
と
を
宣せ

ん

言げ
ん

し
、

こ
の
憲け

ん

法ぽ
う

を
確か

く

定て
い

す
る
。

　
こ
の
文ぶ

ん

章し
ょ
うを
読よ

ん
で
、
一い

ち

度ど

で
文ぶ

ん

章し
ょ
うの
脈

み
ゃ
く

絡ら
く

が
理り

解か
い

で
き
る

人ひ
と

が
ど
れ
だ
け
い
る
の
だ
ろ
う
か
？　

た
と
え
ば
、「
決け

つ

意い

し
」

と
い
う
の
は
、「
行こ

う

動ど
う

し
」
や
「
確か

く

保ほ

し
」
ま
で
も
含ふ

く

め
て
い

る
の
か
、
ど
う
も
よ
く
分わ

か
ら
な
い
。
こ
れ
で
は
せ
っ
か
く
の

「
決け

つ

意い

」
も
空か

ら

振ぶ

り
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
英え

い

語ご

文ぶ
ん

脈み
ゃ
くを
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
単た

ん

語ご

だ
け
和わ

訳や
く

し
た
結け

っ

果か

、
意い

味み

の
通と

お

ら
な
い
文ぶ

ん

章し
ょ
うに
な
っ
て
し
ま
う
の
は
、

英え
い

語ご

の
初し

ょ

学が
く

者し
ゃ

が
良よ

く
す
る
失し

っ

敗ぱ
い

で
あ
る
。

　
「
国こ

っ

会か
い

に
お
け
る
代だ

い

表ひ
ょ
う

者し
ゃ

を
通つ

う

じ
て
行こ

う

動ど
う

し
」
と
い
う
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

も
、
通つ

う

常じ
ょ
う

使つ
か

わ
れ
る
日に

本ほ
ん

語ご

で
は
な
く
、
意い

味み

が
よ
く
分わ

か
ら
な
い
。
原げ

ん

文ぶ
ん

を
見み

る
と

”W
e

,th
e Ja

p
a

n
e

se p
e

o
p

le
, a

ctin
g 

through ~

” 

と
あ
り
、こ
れ
は
「
～
を
代だ

い

理り

と
し
て
」
と
い
う
意い

味み

で
あ
る
。

と
す
る
と
、
冒ぼ

う

頭と
う

の
文ぶ

ん

章し
ょ
うは
、「
日に

本ほ
ん

国こ
く

民み
ん

は
、
正せ

い

当と
う

に
選せ

ん

挙き
ょ

さ
れ
た
国こ

っ

会か
い

議ぎ

員い
ん

を
代だ

い

理り

と
し
て
、
以い

下か

の
こ
と
を
決け

つ

意い

し

た
」
と
い
う
文ぶ

ん

脈み
ゃ
くだ
と
い
う
こ
と
が
分わ

か
る
。

　

総そ
う

司し

令れ
い

部ぶ

か
ら
、
４
８
時じ

間か
ん

以い

内な
い

に
和わ

訳や
く

せ
よ
、
と
言い

わ

れ
て
、
大お

お

急い
そ

ぎ
で
作さ

業ぎ
ょ
うし
た
所と

こ
ろ
か
ら
生し

ょ
う
じ
た
誤ご

訳や
く

で
あ
ろ
う
。

あ
る
国く

に

の
憲け

ん

法ぽ
う

が
、
外が

い

国こ
く

語ご

か
ら
の
翻ほ

ん

訳や
く

で
あ
り
、
原げ

ん

文ぶ
ん

に

遡さ
か
の
ぼら
な
い
と
な
か
な
か
意い

味み

も
通つ

う

じ
な
い
悪あ

く

訳や
く

や
誤ご

訳や
く

を
含ふ

く

む
、
と
い
う
の
も
、
世せ

界か
い

に
類た

ぐ
いの
な
い
珍ち

ん

現げ
ん

象し
ょ
うに
違ち

が

い
な
い
。

[

２
，ｐ
２
０
２]

　
こ
の
よ
う
な
日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

に
対た

い

し
て
、
国こ

く

民み
ん

の
４
６
％
が

改か
い

正せ
い

を
支し

持じ

（
反は

ん

対た
い

は
３
９
％
、
朝あ

さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

の
平へ

い

成せ
い

９
年ね

ん

４

月が
つ

調ち
ょ
う

査さ

）
し
て
い
る
。
し
か
し
、
改か

い

憲け
ん

が
ど
れ
だ
け
容よ

う

易い

か

を
見み

て
み
る
と
、こ
こ
に
も
日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

の
特と

く

異い

性せ
い

が
見み

え
る
。

　
日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

は
、
衆

し
ゅ
う

参さ
ん

両り
ょ
う

議ぎ

院い
ん

の
総そ

う

議ぎ

員い
ん

数す
う

の
２
／
３
が

賛さ
ん

成せ
い

し
て
、
よ
う
や
く
改か

い

正せ
い

の
発は

つ

議ぎ

が
で
き
、
さ
ら
に
国こ

く

民み
ん

投と
う

票ひ
ょ
うに
か
け
て
、
過か

半は
ん

数す
う

の
賛さ

ん

成せ
い

を
必ひ

つ

要よ
う

と
す
る
。

　

大だ
い

日に
っ

本ぽ
ん

帝て
い

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

で
は
、
衆

し
ゅ
う

議ぎ

院い
ん

、
貴き

族ぞ
く

院い
ん

の
２
／
３
以い

上じ
ょ
うの
出

し
ゅ
っ

席せ
き

が
あ
り
、
そ
の
２
／
３
が
賛さ

ん

成せ
い

す
れ
ば
よ
か
っ
た
。

ち
な
み
に
ア
メ
リ
カ
憲け

ん

法ぽ
う

の
場ば

合あ
い

は
、
上

じ
ょ
う

下か

両り
ょ
う

院い
ん

議ぎ

員い
ん

の
出

し
ゅ
っ

席せ
き

者し
ゃ

の
２
／
３
が
賛さ

ん

成せ
い

し
、
あ
と
は
、
州

し
ゅ
う

議ぎ

会か
い

の
３
／
４
が

賛さ
ん

成せ
い

す
れ
ば
よ
い
。
総そ

う

司し

令れ
い

部ぶ

は
、
自じ

分ぶ
ん

た
ち
の
作つ

く
っ
た
憲け

ん

法ぽ
う

が
す
ぐ
に
は
改か

い

正せ
い

で
き
な
い
よ
う
に
、も
と
も
と
緩ゆ

る

や
か
で
あ
っ

た
大だ

い

日に
っ

本ぽ
ん

帝て
い

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

の
改か

い

正せ
い

基き

準じ
ゅ
んを
、
自じ

国こ
く

よ
り
も
さ
ら
に

厳き
び

し
く
し
た
の
で
あ
る
。

　

日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

が
、
５
０
数す

う

年ね
ん

以い

上じ
ょ
うも
の
無む

改か
い

正せ
い

期き

間か
ん

の
世せ

界か
い

記き

録ろ
く

を
更こ

う

新し
ん

し
つ
つ
あ
る
の
は
、
こ
の
あ
ま
り
に
厳き

び

し
い
改か

い

憲け
ん

基き

準じ
ゅ
んの
た
め
で
あ
る
。
ま
さ
に
総そ

う

司し

令れ
い

部ぶ

の
狙ね

ら

い
ど
お
り
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

憲け
ん

法ぽ
う

改か
い

正せ
い

を
議ぎ

論ろ
ん

す
る
た
め
に
よ
う
や
く
設も

う

け
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
憲け

ん

法ぽ
う

調ち
ょ
う

査さ

会か
い

に
関か

ん

し
て
、
朝あ

さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

の
社し

ゃ

説せ
つ

は
、

次つ
ぎ

の
よ
う
に
述の

べ
る
。

　
け
れ
ど
も
、こ
と
は
国こ

っ

家か

の
根こ

ん

本ぽ
ん

規き

範は
ん

に
か
か
わ
る
。
い
ま
、

な
ぜ
憲け

ん

法ぽ
う

を
調

ち
ょ
う

査さ

す
る
の
か
、
を
わ
か
り
や
す
く
国こ

く

民み
ん

に
説せ

つ

明め
い

す
る
必ひ

つ

要よ
う

が
あ
る
。
国こ

っ

会か
い

論ろ
ん

議ぎ

は
い
か
に
も
不ふ

十じ
ゅ
う

分ぶ
ん

だ
っ

た
。[

３]

　

上
じ
ょ
う

述じ
ゅ
つの
い
ろ
い
ろ
な
欠け

っ

陥か
ん

に
も
関か

か

わ
ら
ず
、
世せ

界か
い

で
唯ゆ

い

一い
つ
、

５
０
年ね

ん

以い

上じ
ょ
うも
無む

改か
い

正せ
い

の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
事じ

実じ
つ

を
踏ふ

ま
え

れ
ば
、「
い
ま
、
な
ぜ
憲け

ん

法ぽ
う

を
調

ち
ょ
う

査さ

す
る
の
か
」
と
い
う
主し

ゅ

張
ち
ょ
う

の
異い

常じ
ょ
うさ
が
よ
く
分わ

か
ろ
う
。
国こ

く

民み
ん

の
半は

ん

数す
う

近ち
か

く
が
改か

い

憲け
ん

に

賛さ
ん

成せ
い

し
て
い
る
と
い
う
自じ

社し
ゃ

の
世よ

論ろ
ん

調ち
ょ
う

査さ

を
も
、
無む

視し

す
る

主し
ゅ

張ち
ょ
うで
あ
る
。

　
一い

ち

字じ

一い
っ

句く

の
改か

い

憲け
ん

も
さ
せ
ま
い
と
い
う
「
護ご

憲け
ん

派は

」
の
姿し

勢せ
い

は
、
次つ

ぎ

の
２
点て

ん

で
、
健け

ん

全ぜ
ん

な
立り

っ

憲け
ん

政せ
い

治じ

の
発は

っ

展て
ん

を
阻は

ば

む
も
の

で
あ
る
。

　

第だ
い

一い
ち
に
、
改か

い

正せ
い

を
封ふ

う

じ
ら
れ
た
日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

は
進し

ん

化か

を
や

め
た
シ
ー
ラ
カ
ン
ス
の
如ご

と

く「
生い

き
た
化か

石せ
き

」と
な
り
つ
つ
あ
り
、

世せ

界か
い

の
思し

想そ
う

進し
ん

歩ぽ

か
ら
取と

り
残の

こ

さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

第だ
い

二に

に
、
現げ

ん

実じ
つ

と
遊ゆ

う

離り

し
た
憲け

ん

法ぽ
う

の
辻つ

じ

褄つ
ま

あ
わ
せ
の
た
め

に
、
解か

い

釈し
ゃ
く

改か
い

憲け
ん

に
頼た

よ

ら
ざ
る
を
得え

な
い
。
た
と
え
ば
、
国こ

く

民み
ん

が
改か

い

正せ
い

を
望の

ぞ

む
大お

お

き
な
理り

由ゆ
う

は
、
現げ

ん

行こ
う

憲け
ん

法ぽ
う

に
「
知し

る
権け

ん

利り

」

や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権け

ん

、
環か

ん

境き
ょ
う

権け
ん

の
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
朝あ

さ

日ひ

の
社し

ゃ

説せ
つ

で
は
、「
条

じ
ょ
う

文ぶ
ん

に
文も

ん

言ご
ん

が
な
い
こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
権け

ん

利り

の
実じ

つ

現げ
ん

を
阻は

ば

ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
述の

べ
、「
幸こ

う

福ふ
く

追つ
い

求き
ゅ
うの
権け

ん

利り

」
を
活か

つ

用よ
う

す
れ
ば
良よ

い
と
言い

う
。

６
．
改か

い

正せ
い

基き

準じ
ゅ
ん

の
厳き

び

し
さ

５
．
悪あ

く

訳や
く

、
誤ご

訳や
く

７
．
立り

っ

憲け
ん

政せ
い

治じ

を
腐ふ

食し
ょ
く

さ
せ
る

　
　

護ご

憲け
ん

派は

　
「
幸こ

う

福ふ
く

追つ
い

求き
ゅ
うの
権け

ん

利り

」
か
ら

玉た
ま

手て

箱ば
こ

の
よ
う
に
「
知し

る
権け

ん

利り

」

で
も
、「
環か

ん

境き
ょ
う

権け
ん

」
で
も
、
何な

ん

で
も
取と

り
出だ

そ
う
と
い
う
の
は
、

解か
い

釈し
ゃ
く

改か
い

憲け
ん

そ
の
も
の
で
あ
り
、

自じ

衛え
い

隊た
い

を
軍ぐ

ん

隊た
い

で
は
な
い
と
言い

い

く
る
め
る
詐さ

術じ
ゅ
つと
同お

な

じ
で
あ
る
。

　

法ほ
う

文ぶ
ん

は
い
か
よ
う
に
も
解か

い

釈
し
ゃ
く

で
き
る
、
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、

国こ
く

民み
ん

は
法ほ

う

に
対た

い

す
る
信し

ん

頼ら
い

を
持も

ち
得え

な
い
。
法ほ

う

に
対た

い

す
る
信し

ん

頼ら
い

は
立り

っ

憲け
ん

政せ
い

治じ

、
法ほ

う

治ち

国こ
っ

家か

の
基き

盤ば
ん

で
あ
り
、
そ
れ
が
な
い
所と

こ
ろで

は

民み
ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

も
発は

っ

展て
ん

し
得え

な
い

の
で
あ
る
。

■ 

参さ
ん

考こ
う 

■

１
． 

「
日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

を
考か

ん
が
え

る
」、
西に

し

修お
さ
む、
文ぶ

ん

春し
ゅ
ん

新し
ん

書し
ょ

、

Ｈ
１
１
．
０
３

２
． 

「
日に

本ほ
ん

国こ
く

新し
ん

憲け
ん

法ぽ
う

制せ
い

定て
い

宣せ
ん

言げ
ん

」、
日に

本ほ
ん

を
守ま

も

る
国こ

く

民み
ん

会か
い

議ぎ

、
徳と

く

間ま

書し
ょ

店て
ん

、
Ｈ
６
．

４３
． 

朝あ
さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

、
社し

ゃ

説せ
つ

、

Ｈ
１
１
．
０
７
．
３
０
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Governo japonês revela que ministérios 
e agências fraudaram número requerido 
de funcionários com deficiência

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD RÁDIO JAPÃO. 
nhk.jp/portuguese

Política (28/08/2018)

Uma investigação do 
governo japonês revelou 
que ministérios e agên-
cias preencheram irregu-
larmente o número reque-
rido de funcionários com 
deficiência em mais de 
três mil.
Repartições governamen-
tais, além de empresas 
privadas, são obrigadas 
por lei a incluir uma de-
terminada percentagem 
de pessoas com deficiên-
cia em seu quadro de pes-

soal.
Na terça-feira, o ministro 
do Trabalho, Katsunobu 
Kato, apresentou os resul-
tados da investigação em 
uma reunião ministerial. 
A investigação foi ini-
ciada após o surgimento 
de alegações de irregula-
ridades cometidas pelos 
governos central e regio-
nais.
A investigação englobou 
33 ministérios, agências 
e outras entidades. Até 

junho do ano passado, 27 
deles, ou 80%, tinham 
preenchido para mais o 
número requerido de tra-
balhadores com deficiên-
cia em um total combina-
do de 3.460.
Isso foi feito por meio da 
inclusão de pessoas sem 
documentação ou certifi-
cados médicos necessários 
para atestar deficiência.
Contada de maneira cor-
reta, a percentagem de 
trabalhadores do governo 

com deficiência caiu de 
2,49% para 1,19%. Trata-
se de um número inferior 
aos 2,3% requeridos por 
lei.
Durante a reunião, o se-
cretário-chefe do gabinete 
japonês, Yoshihide Suga, 
declarou que a situação é 
indesculpável. Ele disse 
que o governo vai formar 
um conselho de ligação 
ministerial e uma equipe 
com especialistas de fora 
para estudar o problema.

Comentário — Perspectivas de sucesso da Paraolimpíada 
de  2020  em  Tóquio

Comentário (28/08/2018)

Faltam menos de dois 
anos para o início da Pa-
raolimpíada de Verão de 
2020 em Tóquio. Será o 
segundo evento do gêne-
ro a se realizar na capital 
japonesa, que sediou o 
seu primeiro em 1964 — 
um retrospecto inédito no 
mundo.
Neste Comentário, o jor-
nalista Tetsuya Takeuchi, 
da NHK, fala sobre me-
didas necessárias para au-
mentar o interesse geral 
pelos Jogos. Ele próprio é 
deficiente físico.
“Atletas que atuam em 
Paraolimpíadas recorrem 
à criatividade e à engenho-
sidade para superar suas 
limitações, desafiando as 
próprias deficiências. É 
esta atitude que cativa o 
coração do público.
O falecido neurologista 
Ludwig Guttman foi o 
criador da Paraolimpía-

da. Seu lema era: ‘Não 
importa o que você tenha 
perdido e sim o que ainda 
lhe resta.’ Este é o signi-
ficado dos Jogos. Acredi-
to que as Paraolimpíadas 
tenham uma importância 
própria que difere do valor 
das Olimpíadas. Atraem, 
no entanto, bem menos 
atenção. Na cobertura que 
faço da preparação para os 
Jogos em Tóquio, percebo 
uma falta de entusiasmo 
geral no Japão.
O que se necessita com 
maior urgência é treinar 
atletas para aprimorar o 
desempenho nos vários 
esportes. Não é raro, fora 
do país, que treinadores 
olímpicos trabalhem com 
atletas dispostos a atuar 
em Paraolimpíadas. Mes-
mo no Japão, alguns atle-
tas paraolímpicos de des-
taque recebem orientação 
de treinadores olímpicos. 

Candidato à presidência de partido 
governista do Japão recebe apoio 
de facção intrapartidária

Eleição (30/08/2018)

Um alto membro de uma 
facção intrapartidária do 
Partido Liberal Demo-
crático (PLD), o maior 
da coalizão governista do 
Japão, se comprometeu a 
apoiar o ex-secretário-ge-
ral da sigla, Shigeru Ishi-
ba, que concorre na elei-
ção presidencial do PLD 
programada para o próxi-
mo mês.
Na quinta-feira, Ishiba se 
reuniu com Hiromi Yoshi-
da, chefe do grupo do par-
tido na Câmara Alta do 
Parlamento e membro da 
facção Takeshita. Yoshida 
afirmou que os políticos 
da Câmara Alta perten-
centes à facção vão se unir 
e se esforçar ao máximo 
para apoiar o candidato na 
eleição.
No entanto, Hiromi Yoshi-
da pediu a Shigeru Ishiba 
que debatesse suas políti-
cas na campanha, em vez 
de pedir pela restauração 
da confiança na política e 

no governo. Ele disse 
que Ishiba prega uma 
arena política honesta 
e justa, mas que parece 
ser um ataque pessoal 
contra o primeiro-mi-
nistro Shinzo Abe.
O premiê tem sido cri-
ticado por suposto fa-
voritismo para adminis-
tradoras de escolas que 
têm vínculos estreitos 
com ele ou sua mulher.
Ishiba respondeu que 
estava falando de sua 
crença política e que 
não era um ataque pes-
soal. Ele pediu contínuo 
apoio, afirmando que 
vai debater assuntos re-
lacionados a políticas 
daqui para frente.
O mandato de Shinzo 
Abe como presidente 
do Partido Liberal De-
mocrático vai expirar 
no final de setembro. Já 
a eleição para a lideran-
ça da sigla ocorrerá no 
dia 20 de setembro.

É um esquema que deve-
ria ser mais incentivado.
Para criar maior interes-
se, mais oportunidades 
deveriam ser criadas para 
que as pessoas interajam 
com portadores de neces-
sidades especiais no dia 
a dia. Uma das melhores 
formas de fazer isso é em-
pregar um número maior 
de deficientes. Atualmente 
muitas empresas já empre-
gam atletas paraolímpicos 
como parte do apoio con-
cedido a eles. Algumas 
vezes vemos atletas com 
deficiências que contam 
com a torcida de colegas 
de trabalho em competi-
ções. Além disso, é cada 
vez maior o número de 
pessoas que colaboram em 
eventos esportivos como 
voluntários. Suas ativida-
des fazem aumentar, com 
certeza, o interesse em es-
portes para deficientes e 

ampliam a compreensão 
do público a respeito dos 
indivíduos com necessi-
dades especiais.
Também vale notar a im-
portância do ensino inclu-
sivo, pelo qual crianças 
deficientes e não defi-
cientes estudam juntas em 
escolas. Eu próprio uso 
cadeira de rodas desde a 
infância, e todos os meus 
amigos de escola dizem 
ter sido capazes de per-
ceber que não há nada 
de estranho em relação 
a indivíduos com defici-
ências. Essa experiência 
sugere ser significativo 
que crianças deficientes e 
não deficientes desfrutem 
de convivência por certo 
tempo de alguma forma 
ou de outra.
As pessoas têm a sua 
própria personalidade e 
vivem apoiando-se mu-
tuamente. Com a aproxi-

Comentário — Rumos  do 
debate  público  sobre  água 
contaminada  de  Fukushima 1

Comentário (30/08/2018)

Neste Comentário, o jor-
nalista Noriyuki Mizuno, 
da NHK, fala sobre os mo-
tivos de realização nestes 
dias de audiências públi-
cas sobre como proceder 
com a água contaminada 
da usina nuclear Fukushi-
ma 1 e sobre o que será 
necessário para lidar com 
a questão.
“A Companhia de Ener-
gia Elétrica de Tóquio 
(Tepco), responsável pela 
usina, dizer ser capaz de 
remover da água conta-
minada, que se acumula 
diariamente no comple-
xo, todas as substâncias 
radioativas, com exceção 
do trítio. Os tanques são 
enchidos constantemente 
com a água contaminada 
e vem se aproximando 
bastante do limite o seu 
armazenamento no espa-
ço disponível na área da 
usina. O governo japonês 
e a Tepco são pressiona-
dos a tomar uma decisão 
quanto à destinação final 

da água contaminada. Por 
esse motivo, são realiza-
das agora as audiências 
públicas sobre a questão. 
O governo pretende obter 
a compressão da popula-
ção quanto ao modo de 
descartar a água antes de 
tomar uma decisão final a 
respeito.
Uma das propostas feitas 
é a de diluir a água conta-
minada com radiação até 
que o teor de trítio fique 
abaixo do limite permis-
sível para então despejá
-la no Oceano Pacífico. A 
argumentação do gover-
no é de que se trata de um 
método de custo admi-
nistrável e tecnicamente 
razoável. As autoridades 
afirmam que o teor de 
trítio abaixo do limite é 
seguro e não oferece pe-
rigo algum por causa da 
radiação relativamente 
baixa do elemento. Con-
tudo, o governo japonês e 
a Tepco ainda não toma-
ram uma decisão porque 

o plano tem sido muito 
atacado por habitantes da 
província de Fukushima.
Em particular, pessoas que 
atuam no setor pesqueiro 
se opõem veementemente 
ao despejo no oceano. A 
pesca costeira da provín-
cia enfrenta contínuas di-
ficuldades em consequên-
cia de boatos infundados. 
Mesmo com a confirma-
ção de segurança da maior 
parte dos pescados ao lon-
go da costa da província, 
presentemente pescadores 
de Fukushima atuam não 
mais do que em base ex-
perimental. O volume de 
captura de peixes e frutos 
do mar corresponde hoje 
a apenas 10% do total re-
gistrado antes do desastre. 
Autoridades provinciais 
e municipais dizem que 
o descarte da água conta-
minada — ainda que com 
teor de radiação abaixo do 
limite — vai gerar falsos 
receios e impossibilitar 
uma atuação plena dos 

profissionais da pesca.
Uma falta de confiança no 
governo e na Tepco está 
por trás da sua oposição ao 
plano. O governo japonês 
e a empresa alegam que 
a usina está sob controle. 
Mesmo assim, houve mui-
tos casos de vazamento de 
água contaminada. Reve-
lou-se recentemente que 
a água acumulada contém 
não só trítio, mas também 
outras substâncias radioa-
tivas que escapam ao pro-
cesso de filtragem.
O governo e a Tepco ainda 
estão por dar uma expli-
cação convincente a este 
respeito. Não consegui-
ram, assim, conquistar a 
confiança das autoridades 
de Fukushima, ainda que 
atestem a segurança da si-
tuação. É indispensável ha-
ver um relacionamento de 
confiança com a população 
da província. A realização 
de audiências públicas 
deve servir de oportunida-
de para afastar os receios 
do público.
O governo e a Tepco de-
veriam explicar a questão 
da água contaminada, dar 
respostas convincentes aos 
presentes às audiências e 
esclarecer suas dúvidas.”

Onda de calor (08/08/2018)

mação da Paraolimpíada, 
considero necessário criar 
uma sociedade na qual 
todos sejam valorizados 
como indivíduos diferen-
ciados e se sintam enco-

rajados a participar dela 
ativamente, sejam ou 
não deficientes. Podere-
mos, assim, transformar 
os Jogos em um evento 
realmente significativo.”



12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12

12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12



５
０
０
人に

ん

近ち
か

く
が
集あ

つ

ま
る
大だ

い

規き

模ぼ

な
も
の
と
な
る
と
い

う
。
地ち

域い
き

の
結け

っ

束そ
く

力り
ょ
くを
牽け

ん

引い
ん

し
て
き
た
山や

ま

村む
ら

会か
い

長ち
ょ
うは
「
同ど

う

志し

の
皆み

な

さ
ん
が
何ど

処こ

ま
で
も

つ
い
て
き
て
く
れ
る
。
そ
れ

が
原げ

ん

動ど
う

力り
ょ
く

に
な
っ
て
い
る
」

と
語か

た

る
。
７
月が

つ

の
上う

え

塚つ
か

植し
ょ
く

民み
ん

地ち

入に
ゅ
う

植し
ょ
く

百ひ
ゃ
く

年ね
ん

祭さ
い

に
は
、
聖せ

い

南な
ん

西せ
い

か
ら
も
２
０
人に

ん

近ち
か

く
が

駆か

け
つ
け
て
ノ
ロ
エ
ス
テ
を

支し

援え
ん

し
、
地ち

域い
き

間か
ん

の
結け

っ

束そ
く

を

　
「
平へ

い

成せ
い

３
０
年ね

ん

度ど

外が
い

務む

大だ
い

臣じ
ん

表ひ
ょ
う

彰し
ょ
う

伝で
ん

達た
つ

・
祝

し
ゅ
く

賀が

式し
き

」
が
８
月が

つ

２
４
日か

、
在ざ

い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

公こ
う

邸て
い

で
催も

よ
お
さ
れ
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
る
本ほ

ん

年ね
ん

は
、
同ど

う

館か
ん

管か
ん

内な
い

か
ら
例れ

い

年ね
ん

を
上う

わ

回ま
わ

る
１
０
の
個こ

人じ
ん

・
団だ

ん

体た
い

に
賞

し
ょ
う

状じ
ょ
うが
授じ

ゅ

与よ

さ
れ
た
。
今こ

年と
し

６
月が

つ

に
全ぜ

ん

面め
ん

返へ
ん

還か
ん

さ
れ
た
サ
ン
ト
ス
日に

本ほ
ん

人じ
ん

会か
い

の
歴れ

き

史し

を
整せ

い

理り

し
て
き
た
大お

お

橋は
し

建け
ん

三ぞ
う

氏し

や
、

６
０
年ね

ん

振ぶ

り
と
な
る
皇こ

う

室し
つ

ご
訪ほ

う

問も
ん

を
準

じ
ゅ
ん

備び

し
た
ノ
ロ
エ
ス
テ
か
ら
は
最さ

い

多た

４
氏し

が
選せ

ん

出
し
ゅ
つ

さ
れ
る
な
ど
、
州

し
ゅ
う

内な
い

各か
く

地ち

で
長な

が

年ね
ん

に
渡わ

た

り
日に

っ

伯ぱ
く

関か
ん

係け
い

拡か
く

大だ
い

に
貢こ

う

献け
ん

し
て
き
た
功こ

う

労ろ
う

者し
ゃ

が

栄え
い

誉よ

に
浴よ

く

し
た
。

強つ
よ

め
て
き
た
。
山や

ま

村む
ら

会か
い

長ち
ょ
うは

「
地ち

域い
き

同ど
う

士し

で
結け

っ

束そ
く

を
深ふ

か

め
、

中ち
ゅ
う

央お
う

文ぶ
ん

協き
ょ
うと
互た

が

い
に
助た

す

け
合あ

っ
て
い
け
る
関か

ん

係け
い

を
築き

ず

い
て

い
け
れ
ば
」
と
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の

発は
っ

展て
ん

に
尽つ

く
す
気き

概が
い

を
見み

せ

て
い
た
。

　
　
　
　
　

◎

　

１
９
９
９
年ね

ん

か
ら
プ
ロ
ミ

ッ
ソ
ン
の
州

し
ゅ
う

立り
つ

学が
っ

校こ
う

内な
い

の
教

き
ょ
う

室し
つ

を
借か

り
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
日に

ち

語ご

を
教お

し

え
て
き
た
安や

す

　

開か
い

式し
き

の
挨あ

い

拶さ
つ

を
し
た
野の

口ぐ
ち

泰や
す
し

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

は
「
皆み

な

様さ
ま

は
日に

っ

伯ぱ
く

両り
ょ
う

国こ
く

の
関か

ん

係け
い

強き
ょ
う

化か

に
多た

大だ
い

な
貢こ

う

献け
ん

を
さ
れ
、
友ゆ

う

好こ
う

関か
ん

係け
い

拡か
く

大だ
い

に
輝か

が
や
か
し
い
功こ

う

績せ
き

を

残の
こ

し
て
き
た
」
と
賞

し
ょ
う

賛さ
ん

し
、

今こ
ん

後ご

益ま
す

々ま
す

の
活か

つ

躍や
く

を
祈き

念ね
ん

し

た
。
家か

族ぞ
く

や
友ゆ

う

人じ
ん

が
見み

守ま
も

る

な
か
、
総そ

う

領り
ょ
う

事じ

か
ら
賞

し
ょ
う

状じ
ょ
うを

授じ
ゅ

与よ

さ
れ
、
受じ

ゅ

賞し
ょ
う

者し
ゃ

一ひ
と

人り

一ひ
と

人り

が
挨あ

い

拶さ
つ

し
感か

ん

謝し
ゃ

を
の
べ
た
。

　

サ
ン
ト
ス
日に

本ほ
ん

人じ
ん

会か
い

会か
い

長
ち
ょ
う

補ほ

佐さ

の
大お

お

橋は
し

氏し

は
「
戦せ

ん

後ご

移い

民み
ん

だ
が
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

に
大た

い

変へ
ん

お
世せ

話わ

に
な
っ
て
き
た
。
日に

本ほ
ん

人じ
ん

会か
い

復ふ
っ

活か
つ

の
た
め
に
出で

来き

る
範は

ん

囲い

で
協

き
ょ
う

力り
ょ
くし
て
き
た
」

と
振ふ

り

返か
え
っ
た
。

　

戦せ
ん

中ち
ゅ
うに
接せ

っ

収し
ゅ
うさ
れ
て
軍ぐ

ん

施し

設せ
つ

と
し
て
利り

用よ
う

さ
れ
て
き
た

日に

本ほ
ん

人じ
ん

学が
っ

校こ
う

は
、
今こ

ん

世せ
い

紀き

に

入は
い

っ
て
よ
う
や
く
無む

償し
ょ
う

貸た
い

与よ

が
認み

と

め
ら
れ
、
０
８
年ね

ん

に
再さ

い

落ら
く

成せ
い

。
そ
の
際さ

い

、
一い

っ

挙き
ょ

に
寄よ

せ
ら
れ
た
資し

料り
ょ
うを
整せ

い

頓と
ん

し
、

強き
ょ
う

制せ
い

立た
ち

退の

き
リ
ス
ト
を
含ふ

く

む

日に

本ほ
ん

人じ
ん

会か
い

の
歴れ

き

史し

を
纏ま

と

め
て

き
た
。「
サ
ン
ト
ス
は
移い

民み
ん

の

原げ
ん

点て
ん

。
世せ

代だ
い

が
変か

わ
っ
て
も

苦く

難な
ん

の
歴れ

き

史し

を
決け

っ

し
て
忘わ

す

れ

ず
に
頑が

ん

張ば

っ
て
い
き
た
い
」
と

語か
た
っ
た
。

　

ノ
ロ
エ
ス
テ
か
ら
受じ

ゅ

賞し
ょ
うし

た
日に

ち

語ご

教き
ょ
う

師し

の
安や

す

永な
が

ル
イ
ス

（
留る

意い

治じ

）
氏し

は
「
眞ま

子こ

さ

ま
に
ご
臨り

ん

席せ
き

を
賜た

ま
わ
り
、
盛せ

い

大だ
い

に
開か

い

催さ
い

さ
れ
た
式し

き

典て
ん

が
心こ

こ
ろ
に

強つ
よ

く
刻き

ざ

み
続つ

づ

け
て
い
る
。
今こ

ん

日に
ち

栄え
い

誉よ

に
浴よ

く

し
た
こ
と
は
身み

に
余あ

ま

る
光こ

う

栄え
い

で
す
。
感か

ん

動ど
う

、

感か
ん

激げ
き

の
連れ

ん

続ぞ
く

」
と
喜よ

ろ
こ
び
を
表

あ
ら
わ

し
た
。
同お

な

じ
く
日に

ち

語ご

教き
ょ
う

師し

の
楮か

じ

本も
と

エ
ミ
リ
ア
恵え

美み

氏し

も

「
素す

晴ば

ら
し
い
歴れ

き

史し

を
作つ

く

り
上あ

げ
た
先せ

ん

祖ぞ

の
願ね

が

い
に
応こ

た

え

る
こ
と
が
我わ

れ

々わ
れ

の
役や

く

割わ
り

。
日に

本ほ
ん

の
美う

つ
く
し
い
心こ

こ
ろ
を
幅は

ば

広ひ
ろ

く
普ふ

及き
ゅ
うさ
せ
る
こ
と
が
、
よ
り
よ

い
ブ
ラ
ジ
ル
を
作つ

く

る
こ
と
に

繋つ
な

が
る
と
信し

ん

じ
て
い
る
」
と

感か
ん

謝し
ゃ

を
滲に

じ

ま
せ
た
。

　

カ
フ
ェ
ラ
ン
ジ
ア
文ぶ

ん

化か

教
き
ょ
う

会か
い

会か
い

長ち
ょ
うを
勤つ

と

め
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

会か
い

館か
ん

や
体た

い

育い
く

館か
ん

の
建け

ん

設せ
つ

、
移い

民み
ん

史し

料り
ょ
う

館か
ん

設せ
っ

置ち

に
尽じ

ん

力り
ょ
くし
た

熊く
ま

坂さ
か

ヨ
シ
オ
氏し

は
、
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
う

式し
き

へ
の
出

し
ゅ
っ

席せ
き

が
叶か

な

わ
ず
、
７
月げ

つ

３
１
日に

ち

に
他た

界か
い

し
た
。

　

亡な

き
夫お

っ
と

の
遺い

影え
い

を
持も

っ

て
参さ

ん

加か

し
た
妻つ

ま

・
リ
キ
さ

ん
（
８
３
、
二に

世せ
い

）
は
「
主し

ゅ

人じ
ん

は
本ほ

ん

当と
う

に
働は

た
ら
き
も
の
で
し

た
。
子こ

供ど
も

達た
ち

が
小ち

い

さ
い
頃こ

ろ

に

　
「
日に

本ほ
ん

が
西せ

い

欧お
う

列れ
っ

強き
ょ
う

と
伍ご

し
、
東と

う

亜あ

の
中な

か

で
群ぐ

ん

を
抜ぬ

く

存そ
ん

在ざ
い

と
な
っ
た
の
は
何な

故ぜ

か
。
歴れ

き

史し

の
名め

い

場ば

面め
ん

か
ら
、

明め
い

治じ

精せ
い

神し
ん

に
触ふ

れ
て
欲ほ

し

い
」
―
―
ブ
ラ
ジ
ル
吟ぎ

ん

剣け
ん

詩し

舞ぶ

連れ
ん

合ご
う

会か
い(

宮み
や

村む
ら

秀ひ
で

光み
つ

会か
い

長
ち
ょ
う

)

は
『
第だ

い

４
６
回か

い

全ぜ
ん

伯は
く

吟ぎ
ん

剣け
ん

詩し

舞ぶ

道ど
う

大た
い

会か
い

』
を
、
独ど

く

立り
つ

記き

念ね
ん

日び

の
９
月が

つ

７
日か

午ご

前ぜ
ん

１
０

時じ

か
ら
、
大お

お

阪さ
か

な
に
わ
会か

い

館か
ん

（R
u
a D
om
in
go
s d
e 

M
o
ra
is, 15

81

）
で
開か

い

催さ
い

す
る
。

　

今こ

年と
し

の
テ
ー
マ
は
『
明め

い

治じ

維い

新し
ん

１
５
０
年ね

ん

』。
戊ぼ

辰し
ん

戦せ
ん

争そ
う

で
追お

い
詰つ

め
ら
れ
、
飯い

い

盛も
り

山や
ま

で
２
０
人に

ん

全ぜ
ん

員い
ん

が
自じ

刃じ
ん

し

た
会あ

い

津づ

白び
ゃ
っ

虎こ

隊た
い

の
「
あ
あ
白

び
ゃ
っ

は
、
深し

ん

夜や

ま
で
働は

た
らい
て
い
た
の

で
父ち

ち

の
顔か

お

を
覚お

ぼ

え
て
い
な
か
っ

た
く
ら
い
」
と
懐か

い

古こ

し
、「
眞ま

子こ

さ
ま
に
謁え

っ

見け
ん

す
る
の
を
楽た

の

し
み
に
し
て
い
た
け
ど
病

び
ょ
う

床
し
ょ
う

で
叶か

な

わ
な
か
っ
た
。
で
も
、
あ

虎こ

隊た
い

（
佐さ

原わ
ら

盛も
り

純ず
み

）」。
明め

い

治じ

維い

新し
ん

の
立た

て

役や
く

者し
ゃ

で
あ
り
な
が

ら
最さ

い

後ご

は
士し

族ぞ
く

と
共と

も

に
散ち

っ

た
西さ

い

郷ご
う

隆た
か

盛も
り

の
死し

を
描か

い
た

「
城し

ろ

山や
ま

（
西に

し

道ど
う

仙せ
ん

）」
が
一い

ち

番ば
ん

の
見み

せ
場ば

と
な
る
。

　

西せ
い

南な
ん

戦せ
ん

争そ
う

の
流な

が

れ
を
決け

っ

定て
い

付づ

け
た
田た

原ば
る

坂ざ
か

の
戦た

た
か

い
で

（左
ひだり

から）森
もり

下
した

さん、宮
みや

村
むら

さん

来ら
い

社し
ゃ

し
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
間ま

瀬せ

さ
ん
と
門か

ど

倉く
らさ
ん

来
らい

社
しゃ

した飯
いい

田
だ

さん（左
ひだり

）と大
おお

瀧
たき

理
り

事
じ

受
じゅ

賞
しょう

者
しゃ

の皆
みな

さん

　

ブ
ラ
ジ
ル
相す

撲も
う

連れ
ん

盟め
い

と

南な
ん

米べ
い

相す

撲も
う

連れ
ん

盟め
い

が
９
月が

つ

１
５
、１
６
日に

ち

に
「
南な

ん

米べ
い

相す

撲も
う

選せ
ん

手し
ゅ

権け
ん

大た
い

会か
い

」
を
聖せ

い

市し

ボ

ン
・
レ
チ
ー
ロ
常

じ
ょ
う

設せ
つ

土ど

俵ひ
ょ
う

場
じ
ょ
う

（A
venida P

residente 
C
a
ste
lo
 B
ra
n
c
o
, 

5
4
4
6

）
で
開か

い

催さ
い

す
る
。
両

り
ょ
う

日じ
つ

と
も
午ご

前ぜ
ん

９
時じ

に
始は

じ

ま
り
、

初し
ょ

日に
ち

に
予よ

選せ
ん

、
二ふ

つ

日か

目め

に
本ほ

ん

選せ
ん

が
行お

こ
な

わ
れ
る
。
二ふ

つ

日か

目め

の

午ご

前ぜ
ん

９
時じ

か
ら
開か

い

会か
い

式し
き

が
行

お
こ
な

わ
れ
る
。

男だ
ん

子し

は
２
２
回か

い

目め

、
女じ

ょ

子し

は
１
０
回か

い

目め

を
迎む

か

え
る
。
先せ

ん

月げ
つ

２
７
日に

ち

時じ

点て
ん

で
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
う

国こ
く

は

ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、

パ
ラ
グ
ア
イ
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、

チ
リ
が
確か

く

定て
い

。
団だ

ん

体た
い

戦せ
ん

で
優ゆ

う

勝し
ょ
う
し
た
チ
ー
ム
は
来ら

い

年ね
ん

ハ
ワ

イ
で
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
「
世せ

界か
い

相す

撲も
う

選せ
ん

手し
ゅ

権け
ん

大た
い

会か
い

」
へ
の
出

し
ゅ
つ

場
じ
ょ
う

権け
ん

を
手て

に
す
る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
代だ

い

表ひ
ょ
うは
、
今こ

年と
し

７
月が

つ

に
台た

い

湾わ
ん

で
行お

こ
な

わ
れ
た
世せ

界か
い

相す

撲も
う

選せ
ん

手し
ゅ

権け
ん

で
重

じ
ゅ
う

量り
ょ
う

級き
ゅ
う２

位い

に
輝か

が
や

い
た
ジ
ョ
ア
ン
・
ア
フ

ダ
選せ

ん

手し
ゅ

（
１
８
、
聖せ

い

北ほ
く

西せ
い

相す

撲も
う

連れ
ん

盟め
い

）
が
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
う。
全ぜ

ん

伯は
く

大た
い

会か
い

で
入

に
ゅ
う

賞し
ょ
うし
た
猛も

者さ

２
０
人に

ん

が
個こ

人じ
ん

戦せ
ん

・
団だ

ん

体た
い

戦せ
ん

に
出

し
ゅ
つ

場
じ
ょ
う

す
る
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青せ

い

年ね
ん

ボ
ラ
ン

永な
が

ル
イ
ス
さ
ん
。
日に

ち

語ご

学が
っ

校こ
う

に
は
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
よ
う
な
礼れ

い

儀ぎ

正た
だ

し
さ
、
行

ぎ
ょ
う

儀ぎ

を
身み

に
つ

け
る
た
め
伯は

く

人じ
ん

の
子こ

供ど
も

も
通か

よ

っ
て
い
る
と
い
う
。
プ
ロ
ミ

ッ
ソ
ン
男だ

ん

女じ
ょ

青せ
い

年ね
ん

連れ
ん

盟め
い

、
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

父ふ

母ぼ

の
会か

い

、
日に

っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん

化か

体た
い

育い
く

協き
ょ
う

会か
い

の
共

き
ょ
う

同ど
う

開か
い

催さ
い

に
よ
る
新し

ん

年ね
ん

拝は
い

賀が

式し
き

や
天て

ん

皇の
う

誕た
ん

生じ
ょ
う

日び

で
は
、
必か

な
ら

ず
代だ

い

表
ひ
ょ
う

者し
ゃ

に
日に

ち

ポ
両

り
ょ
う

語ご

で
教

き
ょ
う

育い
く

勅ち
ょ
く

語ご

を
暗あ

ん

唱し
ょ
うし
て
も
ら
い
、
子こ

供ど
も

達た
ち

に
大た

い

切せ
つ

に
語か

た

り
継つ

い
で
い

る
と
か
。
安や

す

永な
が

さ
ん
は
入

に
ゅ
う

植
し
ょ
く

百ひ
ゃ
く

年ね
ん

祭さ
い

を
振ふ

り

返か
え

り
、「
伯は

く

人じ
ん

が
大お

お

勢ぜ
い

い
た
が
ゴ
ミ
も
殆ほ

と

ん

ど
落お

ち
て
お
ら
ず
、
子こ

供ど
も

も

規き

律り
つ

正た
だ

し
か
っ
た
。
上う

え

塚つ
か

運う
ん

動ど
う

場じ
ょ
うに
は
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

の
力ち

か
ら

が

宿や
ど

っ
て
い
る
」
と
感か

ん

慨が
い

深ぶ
か

げ
。

一い
ち

世せ
い

紀き

を
か
け
て
培つ

ち
か

わ
れ
て

き
た
日に

本ほ
ん

の
心こ

こ
ろ

が
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

を
通つ

う

じ
て
伯は

く

社し
ゃ

会か
い

に
浸し

ん

透と
う

し
て
い
る
証

し
ょ
う

拠こ

か
も
。

安や
す

永な
が

氏し

「
感か

ん

動ど
う

、感か
ん

激げ
き

の
連れ

ん

続ぞ
く

」

ノ
ロ
エ
ス
テ
か
ら
最さ

い

多た

の
４
人に

ん

は
、
会あ

い

津づ

藩は
ん

中ち
ゅ
う

心し
ん

に
構こ

う

成せ
い

さ

れ
た
警け

い

察さ
つ

部ぶ

隊た
い

「
抜ば

っ

刀と
う

隊た
い

」

が
結け

っ

成せ
い

。
戊ぼ

辰し
ん

戦せ
ん

争そ
う

で
薩さ

っ

長
ち
ょ
う

連れ
ん

合ご
う

軍ぐ
ん

に
滅ほ

ろ

ぼ
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
そ
の
恨う

ら

み
が
力ち

か
ら

と
し

て
働は

た
ら

い
た
因い

ん

縁ね
ん

の
対た

い

決け
つ

で
も

あ
っ
た
。

　

そ
の
他ほ

か

、
空か

ら

手て

家か

の
斉さ

い

藤と
う

明め
い

治じ

維い

新し
ん

１
５
０
年ね

ん

テ
ー
マ
に

全ぜ
ん

伯は
く

吟ぎ
ん

剣け
ん

詩し

舞ぶ

道ど
う

大た
い

会か
い

、７
日か

ボ
ン
・
レ
チ
ー
ロ
に
猛も

者さ

結け
っ

集し
ゅ
う

５
カ
国こ

く

出し
ゅ
つ

場じ
ょ
う

、南な
ん

米べ
い

相す

撲も
う

大た
い

会か
い

「
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

か
ら
学ま

な

び
た
い
」

間ま

瀬せ

さ
ん
、門か

ど

倉く
ら

さ
ん
着ち

ゃ
く

任に
ん

白び
ゃ
っ

虎こ

隊た
い

に
西さ

い

郷ご
う

自じ

刃じ
ん

、
名め

い

場ば

面め
ん

続ぞ
く

々ぞ
く

明あ
き
ら

氏し

に
よ
る
「
祝

し
ゅ
く

賀が

の
詞し

（
河こ

う

野の

天て
ん

籟ら
い

）」
の
空か

ら

手て

舞ま
い

で

幕ま
く

開あ

け
。
１
８
歳さ

い

の
久く

保ぼ

甘か
ん

露ろ

さ
ん
が
舞ま

う
「
静

し
ず
か

御ご

前ぜ
ん

」、

今こ
ん

回か
い

２
回か

い

目め

の
参さ

ん

加か

と
な
る

伯は
く

人じ
ん

女じ
ょ

性せ
い

初は
つ

の
吟ぎ

ん

詠え
い

家か

・
カ

リ
ー
ナ
・
ア
ン
デ
ロ
ッ
テ
さ

ん
の
成せ

い

長ち
ょ
うぶ
り
も
必ひ

っ

見け
ん

だ
と

い
う
。

　

案あ
ん

内な
い

の
た
め
来ら

い

社し
ゃ

し
た
宮み

や

村む
ら

会か
い

長ち
ょ
う、
森も

り

下し
た

和か
ず

余よ

さ
ん
は

「
武ぶ

道ど
う

の
延え

ん

長ち
ょ
う

線せ
ん

上じ
ょ
う
に
芸げ

い

能の
う

あ
り
と
の
こ
と
で
、
空か

ら

手て

を

習な
ら

う
子こ

供ど
も

達た
ち

も
招

し
ょ
う

待た
い

し
て
い

る
。
こ
の
ま
ま
活か

つ

動ど
う

が
萎し

ぼ

ん

で
し
ま
え
ば
、
こ
れ
ま
で
続つ

づ

け
て
来こ

ら
れ
た
方か

た

々が
た

に
申も

う

し

訳わ
け

が
立た

た
な
い
。
何な

ん

と
か
吟ぎ

ん

剣け
ん

詩し

舞ぶ

の
奥お

く

深ぶ
か

さ
を
知し

っ
て

も
ら
い
、
活か

つ

動ど
う

を
盛も

り
立た

て

て
い
き
た
い
」
と
語か

た

っ
た
。

　

な
お
、
老ろ

う

若に
ゃ
く

男だ
ん

女じ
ょ

問と

わ

ず
分わ

か
り
易や

す

い
よ
う
に
、
詩し

吟ぎ
ん

の
現げ

ん

代だ
い

語ご

訳や
く

や
解か

い

説せ
つ

、
ポ

語ご

の
説せ

つ

明め
い

書が

き
な
ど
お
よ
そ

５
０
頁ペ

ー
ジ

に
及お

よ

ぶ
資し

料り
ょ
うが
準

じ
ゅ
ん

備び

さ
れ
て
い
る
。
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

無む

料り
ょ
う。

昼ち
ゅ
う

食し
ょ
くあ
り
。
問と

い

合あ
わ

せ
は
同ど

う

会か
い

（
１
１
・
５
５
４
３
・
６
３
８

７
）
ま
で
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ブ
ラ
ジ
ル
事じ

務む

所し
ょ

サ
ン
パ
ウ
ロ
出

し
ゅ
っ

張ち
ょ
う

所じ
ょ

に

着ち
ゃ
く

任に
ん

し
た
間ま

瀬せ

将ま
さ

成な
り

さ
ん

（
２
８
、
愛あ

い

知ち

県け
ん

）
と
門か

ど

倉く
ら

孝た
か

行ゆ
き

さ
ん
（
５
３
、
埼さ

い

玉た
ま

県け
ん

）
が
挨あ

い

拶さ
つ

の
た
め
２
８
日に

ち

担た
ん

当と
う

す
る
。
他ほ

か

に
も
研け

ん

修し
ゅ
うで

日に

本ほ
ん

に
行い

っ
た
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
追つ

い

跡せ
き

支し

援え
ん

や
、
彼か

れ

ら
と
連れ

ん

携け
い

し

て
新あ

ら

た
に
日に

本ほ
ん

に
行い

き
た
い

人ひ
と

た
ち
へ
の
説せ

つ

明め
い

会か
い

の
開か

い

催さ
い

な
ど
に
携た

ず
さ

わ
る
。

着
ち
ゃ
く

任に
ん

以い

前ぜ
ん

は
日に

本ほ
ん

で
５
年ね

ん

間か
ん

勤き
ん

務む

し
、
専せ

ん

門も
ん

で
あ
る

土ど

木ぼ
く

に
か
か
わ
る
支し

援え
ん

を
実じ

っ

施し

、
管か

ん

理り

し
て
い
た
。
間ま

瀬せ

さ
ん
は
「
こ
れ
ま
で
と
違ち

が

っ

た
場ば

所し
ょ

で
働は

た
ら

け
る
チ
ャ
ン
ス

と
な
っ
た
。
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
先せ

ん

輩ぱ
い

た
ち
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
学ま

な

び
た
い
」
と
意い

気き

込ご

ん
だ
。

門か
ど

倉く
ら

さ
ん
は
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

ボ

ＪＩＣＡ

外
がい

務
む

大
だい

臣
じん

表
ひょう

彰
しょう

、10個
こ

人
じん

・団
だん

体
たい

に在
ざ い

聖
せ い

総
そ う

領
りょう

事
じ

館
か ん

（７） ２０１８年第５０７４号  ９月 １日 （土曜日）

■
人ひ
と

探さ
が

し
■

の
世よ

で
き
っ
と
喜よ

ろ
こん
で
い
る
は

ず
」
と
目め

を
潤う

る

ま
せ
た
。

　

聖せ
い

南な
ん

西せ
い

日に
っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん

化か

体た
い

育い
く

連れ
ん

盟め
い

会か
い

長ち
ょ
うを
務つ

と

め
る
山や

ま

村む
ら

敏と
し

明あ
き

氏し

は
「
感か

ん

無む

量り
ょ
うの
喜よ

ろ
こ
び
。
私

わ
た
し

が
関か

ん

係け
い

し
て
い
る
組そ

織し
き

を
代だ

い

　

聖せ
い

南な
ん

西せ
い

日に
っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん

化か

体た
い

育い
く

連れ
ん

盟め
い

（
Ｕ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
）
は
今こ

年と
し

で
７
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
節ふ

し

目め

を
迎む

か

え
る
。
１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

式し
き

典て
ん

と

合あ

わ
せ
て
、
１
１
月が

つ

４
日か

に

ピ
エ
ダ
ー
デ
文ぶ

ん

化か

体た
い

育い
く

協
き
ょ
う

会か
い

で
式し

き

典て
ん

が
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
予よ

定て
い

。
２
３
支し

部ぶ

か
ら
お
よ
そ

表ひ
ょ
うし
て
受じ

ゅ

賞し
ょ
うす
る
心し

ん

境き
ょ
うだ
」

と
語か

た

り
、「
健け

ん

康こ
う

が
許ゆ

る

す
限か

ぎ

り
日に

っ

伯ぱ
く

両り
ょ
う

国こ
く

の
懸か

け
橋は

し

と
な

り
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
発は

っ

展て
ん

繁は
ん

栄え
い

に
尽つ

く
す
こ
と
が
我わ

れ

ら
の
宿

し
ゅ
く

命め
い

」
と
志

こ
こ
ろ
ざ
しを
新あ

ら

た
に
し
た
。

　

ほ
か
高た

か

橋は
し

邦く
に

雄お

氏し

、
与よ

儀ぎ

上う
え

原は
ら

昭あ
き

雄お

氏し

、
馬う

ま

欠か
け

場ば

卯う

一い
ち

郎ろ
う

氏し

、
サ
ム
エ
ル
・
モ
レ
イ

ラ
・
ダ
・
シ
ウ
バ
・
ジ
ュ
ニ
オ

ル
氏し

、
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

商し
ょ
う

工こ
う

会か
い

議ぎ

所し
ょ

が
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
うさ
れ
た
。

テ
ィ
ア
の
相す

も

撲う

指し

導ど
う

員い
ん

・
飯い

い

田だ

浩ひ
ろ

之ゆ
き

さ
ん

（
２
３
、
茨

い
ば
ら

城き

県け
ん

）

は
「
実じ

つ

力り
ょ
く

あ
る
選せ

ん

手し
ゅ

が
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
うす
る
の
で

十じ
ゅ
う

分ぶ
ん

、
優ゆ

う

勝し
ょ
う

を
狙ね

ら

え
る
。
ぜ
ひ
が
ん

ば
っ
て
ほ
し
い
」
と

力ち
か
らを
込こ

め
た
。

　

問と

い
合あ

わ

せ
は
同ど

う

連れ
ん

盟め
い

（
１
１
・
５
６
３
１

・
３
８
４
８
）、

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
派は

遣け
ん

先さ
き

の
調

ち
ょ
う

整せ
い

を
行お

こ
な

う
企き

画か
く

調ち
ょ
う

査さ

員い
ん

と

し
て
働は

た
ら

く
。
こ
れ
ま
で
１
０

年ね
ん

に
渡わ

た

っ
て
メ
キ
シ
コ
、
ド

ミ
ニ
カ
、
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
で

同ど
う

職し
ょ
く

種し
ゅ

の
経け

い

験け
ん

を
積つ

ん
で
き

た
。
門か

ど

倉く
ら

さ
ん
は
「
ブ
ラ
ジ

ル
は
現げ

ん

在ざ
い

約や
く

９
０
人に

ん

の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
活か

つ

躍や
く

中ち
ゅ
う。
よ
い

活か
つ

動ど
う

が
で
き
る
よ
う
支し

援え
ん

し

て
い
き
た
い
」
と
語か

た

っ
た
。

　

ふ
た
り
は
今こ

ん

後ご

２
、３
年ね

ん

の
任に

ん

期き

を
予よ

定て
い

し
て
い
る
。

　

日に

本ほ
ん

の
弁べ

ん

護ご

士し

・
渡わ

た

辺な
べ

智さ
と

志し

さ
ん
が
、
モ
ジ
市し

に
住す

ん

で
い
た
島し

ま

田だ

彰あ
き

彦ひ
こ

さ
ん
の
消

し
ょ
う

息そ
く

を
探さ

が

し
て
い
る
。
島し

ま

田だ

さ

ん
の
妹

い
も
う
とで
あ
る
深ふ

か

山や
ま

由ゆ

美み

さ

ん
が
遺い

産さ
ん

分ぶ
ん

割か
つ

協き
ょ
う

議ぎ

の
た

め
、
依い

頼ら
い

し
た
。

　

島し
ま

田だ

さ
ん
は
１
９
９
５
年ね

ん

頃ご
ろ

、
聖せ

い

州し
ゅ
うス
ザ
ノ
市し

エ
ジ
ソ

ン
区く

ト
ウ
キ
ョ
ウ
街が

い

２
８
３

番ば
ん

に
住す

ん
で
い
た
と
思お

も

わ

れ
る
。
そ
の
後ご

モ
ジ
市し

イ
ジ

ス
・
デ
・
オ
リ
ヴ
ェ
イ
ラ
街が

い

２
２
１
に
住

じ
ゅ
う

所し
ょ

を
登と

う

録ろ
く

し
た

よ
う
だ
が
、
郵ゆ

う

便び
ん

は
「
あ
て

先さ
き

に
該が

い

当と
う

者し
ゃ

な
し
」
で
返か

え

っ

て
き
た
。

　

島し
ま

田だ

さ
ん
の
母は

は

、
深ふ

か

山や
ま

喜き

久く

子こ

さ
ん
が
２
０
１
７
年ね

ん

２

月が
つ

２
１
日に

ち

に
亡な

く
な
り
、
相そ

う

続ぞ
く

が
発は

っ

生せ
い

し
て
い
る
。
島し

ま

田だ

さ
ん
の
住

じ
ゅ
う

所し
ょ

を
知し

っ
て
い

る
人ひ

と

は
、
渡わ

た

辺な
べ

さ
ん
（
＋

８
１
・０
４
７
５
・４
７
・３

４
０
７
）
ま
で
。

大お
お

瀧た
き

多た

喜き

男お

理り

事じ

（
同ど

う

・
９
９
７
３
８
・
６
０
６

８
）
ま
で
。

来ら
い

社し
ゃ

し
、
業

ぎ
ょ
う

務む

内な
い

容よ
う

と
今こ

ん

後ご

の
意い

気き

込ご

み

を
語か

た

っ
た
。

　

間ま

瀬せ

さ
ん
は
日に

っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

へ
の
助じ

ょ

成せ
い

事じ

業
ぎ
ょ
う

や
草く

さ

の
根ね

支し

援え
ん

事じ

業
ぎ
ょ
う

の
申し

ん

請せ
い

を
受う

け
付つ

け

た
り
、
助じ

ょ

成せ
い

後ご

の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
を



長ち
ょ
うで
岩い

わ

手て

県け
ん

民み
ん

謡よ
う

協き
ょ
う

会か
い

会か
い

長ち
ょ
う

の
藤ふ

じ

沢さ
わ

東と
う

清せ
い

さ
ん
（
７
１
）

が
「
選よ

り
す
ぐ
り
の
実じ

つ

力り
ょ
く

者し
ゃ

万ば
ん

雷ら
い

の
拍は

く

手し
ゅ

が
送お

く

ら
れ
た
。

　

式し
き

典て
ん

後ご

、
千ち

田だ

会か
い

長ち
ょ
う

は

「
母ぼ

県け
ん

か
ら
た
く
さ
ん
来き

て

祝し
ゅ
く

辞じ

を
述の

べ
て
く
れ
て
涙な

み
だ

が

出で

そ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
式し

き

典て
ん

の
内な

い

容よ
う

も
含ふ

く

ん
だ
６
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

誌し

を
今こ

年と
し

中じ
ゅ
うに
刊か

ん

行こ
う

で

き
る
よ
う
全ぜ

ん

力り
ょ
くで
準

じ
ゅ
ん

備び

を
進す

す

め
た
い
」
と
意い

気き

込ご

ん
だ
。

　

達た
っ

増そ

知ち

事じ

は
「
被ひ

災さ
い

し
た

岩い
わ

手て

県け
ん

を
支し

援え
ん

し
て
も
ら
い
、

母ぼ

県け
ん

と
県け

ん

人じ
ん

会か
い

が
互た

が

い
に
支さ

さ

え

あ
う
対た

い

等と
う

な
関か

ん

係け
い

に
な
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
強つ

よ

み
を
活い

か
し
て

と
も
に
発は

っ

展て
ん

し
て
い
き
た
い
」

と
今こ

ん

後ご

に
つ
い
て
展て

ん

望ぼ
う

し
た
。

ま
た
、
県け

ん

費ぴ

留り
ゅ
う

学が
く

・
研け

ん

修し
ゅ
う

制せ
い

度ど

に
つ
い
て
は
「
出で

来き

る
限か

ぎ

り

続つ
づ

け
て
い
き
た
い
」
と
話は

な

し
た
。

　

式し
き

典て
ん

に
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
及お

い

川か
わ

君き
み

雄お

さ
ん
（
８
１
）
は
５
９
年ね

ん

に

ブ
ラ
ジ
ル
に
渡わ

た

り
、
６
３
年ね

ん

か

ら
県け

ん

人じ
ん

会か
い

の
活か

つ

動ど
う

に
関か

か

わ
って

い
る
。「
創そ

う

立り
つ

し
て
か
ら
５
年ね

ん

が

経た

っ
た
こ
ろ
、
県け

ん

人じ
ん

の
名め

い

簿ぼ

を

作つ
く

る
た
め
に
聖せ

い

州し
ゅ
うの
奥お

く

地ち

ま
で

足あ
し

を
運は

こ

ん
だ
」
と
会か

い

黎れ
い

明め
い

期き

の
活か

つ

動ど
う

を
振ふ

り
返か

え

り
、「
こ
こ
ま

　

ブ
ラ
ジ
ル
岩い

わ

手て

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
千ち

田だ

曠ひ
ろ

暁あ
き

会か
い

長ち
ょ
う）
は
「
県け

ん

人じ
ん

会か
い

創そ
う

立り
つ

６
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

・
県け

ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う１
０
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

」

を
先せ

ん

月げ
つ

２
６
日に

ち

、
聖せ

い

市し

リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
区く

に
あ
る
電で

ん

気き

工こ
う

組く
み

合あ
い

ホ
ー
ル
で
開か

い

催さ
い

し
た
。
母ぼ

県け
ん

か
ら
達た

っ

増そ

拓た
く

也や

知ち

事じ

、

佐さ

さ々

木き

順じ
ゅ
ん

一い
ち

県け
ん

議ぎ

会か
い

議ぎ

長ち
ょ
うを
は
じ
め
、
市し

町ち
ょ
うや
企き

業ぎ
ょ
うの
代だ

い

表ひ
ょ
う

者し
ゃ

、
郷

き
ょ
う

土ど

芸げ
い

能の
う

使し

節せ
つ

団だ
ん

ら
約や

く

４
０
人に

ん

が
参さ

ん

列れ
つ

。
会か

い

員い
ん

と
そ

の
家か

族ぞ
く

な
ど
総そ

う

勢ぜ
い

３
０
０
人に

ん

以い

上じ
ょ
うで
記き

念ね
ん

の
節ふ

し

目め

を
祝し

ゅ
く

し
た
。

盛も
り

岡お
か

市し

で
日に

本ほ
ん

料り
ょ
う

理り

の
研け

ん

修し
ゅ
う

を
受う

け
た
。「
岩い

わ

手て

は
と
て
も

穏お
だ

や
か
で
平へ

い

和わ

で
自し

然ぜ
ん

の
多お

お

い
、
と
て
も
き
れ
い
な
所と

こ
ろ

だ
っ

た
。
半は

ん

年と
し

間か
ん

の
研け

ん

修し
ゅ
うで
色い

ろ

々い
ろ

な
方か

た

と
出で

会あ

い
、
た
く
さ
ん
の

体た
い

験け
ん

を
し
、
様さ

ま

々ざ
ま

な
文ぶ

ん

化か

を

学ま
な

ん
だ
。
こ
れ
か
ら
も
留

り
ゅ
う

学が
く

・

研け
ん

修し
ゅ
う

制せ
い

度ど

を
継け

い

続ぞ
く

し
て
ほ
し

い
」
と
要よ

う

望ぼ
う

を
伝つ

た

え
た
。

　

県け
ん

人じ
ん

会か
い

に
縁ゆ

か
り

の
あ
る
ひ
と

が
多お

お

く
参さ

ん

加か

す
る
コ
ー
ラ
ス

グ
ル
ー
プ
が
「
ふ
る
さ
と
」
や

「
あ
の
素す

晴ば

ら
し
い
愛あ

い

を
も

う
一い

ち

度ど

」
な
ど
を
披ひ

露ろ
う

。
続つ

づ

い
て
県け

ん

人じ
ん

会か
い

太た
い

鼓こ

グ
ル
ー
プ
の

「
雷ら

い

神じ
ん

」
に
よ
る
力

ち
か
ら

強づ
よ

い
演え

ん

奏そ
う

が
行お

こ
な

わ
れ
た
。
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

か

ら
は
「
す
ご
い
！
」
な
ど
の
感か

ん

嘆た
ん

の
声こ

え

が
漏も

れ
、
演え

ん

奏そ
う

後ご

は

で
長な

が

く
歴れ

き

史し

が
続つ

づ

く

と
は
、
あ
の
時と

き

は
思お

も

っ

て
も
み
な
か
っ
た
」
と

感か
ん

慨が
い

深ぶ
か

げ
に
話は

な

し
た
。

　

正
し
ょ
う

午ご

か
ら
は
記き

念ね
ん

祝し
ゅ
く

賀が

会か
い

が
催も

よ
お

さ
れ
、
南な

ん

部ぶ

美び

人じ
ん

の
久く

慈じ

社し
ゃ

長ち
ょ
う

の
発は

っ

声せ
い

に
よ
り
同ど

う

日に

本ほ
ん

酒し
ゅ

樽た
る

の
鏡

か
が
み

開び
ら

き
を

行お
こ
ない
、
来ら

い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

に
は
南な

ん

部ぶ

美び

人じ
ん

が
振ふ

る

舞ま

わ
れ

た
。
続つ

づ

く
乾か

ん

杯ぱ
い

と
記き

念ね
ん

ケ
ー
キ
の
カ
ッ
ト
で
祝

し
ゅ
く

福ふ
く

ム
ー

ド
一い

っ

色し
ょ
く
に
。
午ご

後ご

１
時じ

４
５

お
祝い

わ

い
申も

う

し
上あ

げ
ま
す
。

　

ま
た
、
本ほ

ん

年ね
ん

は
ブ
ラ
ジ
ル

日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

に
あ

た
り
ま
す
。
母ぼ

国こ
く

日に

本ほ
ん

か
ら

遠と
お

く
離は

な

れ
た
ブ
ラ
ジ
ル
の
地ち

に
移い

住じ
ゅ
うさ
れ
た
方か

た

々が
た

は
気き

候こ
う

、

風ふ
う

土ど

、
言げ

ん

語ご

、
習

し
ゅ
う

慣か
ん

等と
う

の
ま
っ

た
く
異こ

と

な
る
新し

ん

天て
ん

地ち

に
お
い

て
、
幾い

く

多た

の
困こ

ん

難な
ん

の
中な

か

で
険け

わ

し
い
道み

ち

を
切き

り
開ひ

ら

き
、
今こ

ん

日に
ち

の
輝か

が
や

か
し
い
地ち

位い

を
築き

ず

か
れ

ま
し
た
。

　

今こ
ん

日に
ち

、
ブ
ラ
ジ
ル
と
日に

本ほ
ん

は
緊き

ん

密み
つ

な
友ゆ

う

好こ
う

関か
ん

係け
い

で
結む

す

ば

れ
、
経け

い

済ざ
い

、
文ぶ

ん

化か

、
サ
ッ
カ
ー

を
初は

じ

め
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
各か

く

分ぶ
ん

野や

に
わ
た
っ
て
活か

っ

発ぱ
つ

な
交こ

う

流り
ゅ
う
が
展て

ん

開か
い

さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆み

な

様さ
ま

方が
た

を
は
じ
め
と
す
る
日に

っ

系け
い

同ど
う

胞ほ
う

の
方か

た

々が
た

が
長な

が

年ね
ん

に
わ
た
っ
て

ブ
ラ
ジ
ル
社し

ゃ

会か
い

の
建け

ん

設せ
つ

・
発は

っ

展て
ん

に
ま
さ
に
血ち

の
に
じ
む
よ

う
な
努ど

力り
ょ
く
を
し
て
こ
ら
れ
た

賜た
ま

物も
の

で
あ
り
、
そ
の
ご
努ど

力り
ょ
く

に
対た

い

し
改あ

ら
た

め
て
深ふ

か

く
敬け

い

意い

を

表ひ
ょ
うし
ま
す
。

　

会か
い

員い
ん

の
皆み

な

様さ
ま

方が
た

に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
今こ

ん

後ご

と
も
ブ
ラ

ジ
ル
社し

ゃ

会か
い

の
一い

ち

員い
ん

と
し
て
さ
ら

な
る
発は

っ

展て
ん

に
寄き

与よ

さ
れ
ま
す

と
共と

も

に
、
日に

本ほ
ん

と
ブ
ラ
ジ
ル

の
友ゆ

う

好こ
う

親し
ん

善ぜ
ん

の
た
め
一い

っ

層そ
う

の

ご
尽じ

ん

力り
ょ
くを
賜た

ま
わ

り
ま
す
よ
う
お

願ね
が

い
申も

う

し
上あ

げ
ま
す
。

　

故ふ
る

郷さ
と

岩い
わ

手て

県け
ん

に
つ
き
ま
し

て
は
東

ひ
が
し

日に

本ほ
ん

大だ
い

震し
ん

災さ
い

津つ

波な
み

の

発は
っ

災さ
い

か
ら
７
年ね

ん

５
カ
月げ

つ

が
経け

い

過か

し
、
県け

ん

で
は
昨さ

く

年ね
ん

度ど

か
ら

の
２
年ね

ん

間か
ん

を
更さ

ら

な
る
展て

ん

開か
い

へ

の
連れ

ん

結け
つ

期き

間か
ん

と
位い

置ち

づ
け
、

復ふ
っ

興こ
う

事じ

業ぎ
ょ
うの
総そ

う

仕し

上あ

げ
と
、

復ふ
っ

興こ
う

の
先さ

き

を
見み

据す

え
た
地ち

域い
き

振し
ん

興こ
う

に
向む

け
て
全ぜ

ん

力り
ょ
くで
取と

り

組く

ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
来ら

い

年ね
ん

は
岩い

わ

手て

県け
ん

釡か
ま

石い
し

市し

で
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯

カ
ッ
プ

２
０
１
９
が
開か

い

催さ
い

さ
れ
ま
す
。

貴き

県け
ん

人じ
ん

会か
い

を
は
じ
め
、
世せ

界か
い

中じ
ゅ
う
か
ら
い
た
だ
い
た
東

ひ
が
し

日に

本ほ
ん

大だ
い

震し
ん

災さ
い

津つ

波な
み

へ
の
被ひ

害が
い

に
対た

い

す
る
感か

ん

謝し
ゃ

の
気き

持も

ち
や
、
復ふ

っ

興こ
う

に
向む

か
っ
て
歩あ

ゆ

み
を
進す

す

め

　
岩い

わ

手て

県け
ん

知ち

事じ　

達た
っ

増そ 

拓た
く

也や

岩
いわ

手
て

県
けん

人
じん

会
かい

が盛
せい

大
だい

に記
き

念
ねん

式
しき

典
てん

日に
っ

系け
い

同ど
う

胞ほ
う

の
血ち

の
に
じ
む
努ど

力り
ょ
く

の
賜た

ま

物も
の

を
申も

う

し
上あ

げ
ま
す
。
こ
の

膨ぼ
う

大だ
い

な
ブ
ラ
ジ
ル
の
国こ

く

土ど

に
岩い

わ

手て

県け
ん

出し
ゅ
っ

身し
ん

の
方か

た

々が
た

の

心こ
こ
ろ

の
拠よ

り
所ど

こ
ろ

と
し
て
結け

っ

成せ
い

さ
れ
た
、
貴き

県け
ん

人じ
ん

会か
い

が
輝か

が
や

か
し
い
発は

っ

展て
ん

を
遂と

げ
ら
れ
、

６
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
ら
れ
ま

し
た
こ
と
は
誠ま

こ
と

に
喜よ

ろ
こ

ば
し

い
限か

ぎ

り
で
あ
り
、
心こ

こ
ろ

か
ら

ブ
ラ
ジ
ル
日に

っ

系け
い

コ
ロ
ニ
ア
も
、

幾い
く

多た

の
困こ

ん

難な
ん

を
乗の

り
越こ

え
た

初し
ょ

期き

移い

民み
ん

か
ら
、
１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
、
現げ

ん

在ざ
い

、
そ
の
子し

孫そ
ん

も
五ご

世せ
い

か
ら
六ろ

く

世せ
い

へ
と
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
血ち

が
受う

け
継つ

が
れ
、

日に
っ

系け
い

人じ
ん

口こ
う

は
１
９
０
万ま

ん

人に
ん

と

言い

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

１
８
９
７
年ね

ん

日に
っ

本ぽ
ん

国こ
く

公こ
う

使し

館か
ん

が
設せ

っ

置ち

さ
れ
、
１
９
０
５

年ね
ん

岩い
わ

手て

出し
ゅ
っ

身し
ん

の
杉す

ぎ

村む
ら

濬ふ
か
し

第だ
い

三さ
ん

「
ふ
る
さ
と
岩い

わ
て手
を
思お

も

う
心こ

こ
ろ

」を
大た

い
せ
つ切
に

代だ
い

公こ
う

使し

が
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

に
着

ち
ゃ
く

任に
ん

。
リ
オ
州し

ゅ
う

や
ミ
ナ
ス

州し
ゅ
う・
サ
ン
パ
ウ
ロ
州し

ゅ
う

を
視し

察さ
つ

し
、

日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

導ど
う

入に
ゅ
うに
最さ

い

適て
き

地ち

で

あ
る
と
外が

い

務む

省し
ょ
う

に
報ほ

う

告こ
く

し
、

ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

導ど
う

入に
ゅ
う

へ
と
繋つ

な

が
り
ま
し
た
。

杉す
ぎ

村む
ら

公こ
う

使し

は
笠か

さ

戸と

丸ま
る

移い

民み
ん

を
見み

る
こ
と
な
く
、
１
９
０
６

年ね
ん

５
月が

つ

に
病や

ま
い

に
倒た

お

れ
、
リ
オ

デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
の
墓ぼ

地ち

に
眠ね

む

り
、
県け

ん

人じ
ん

会か
い

で
は
移い

民み
ん

導ど
う

入に
ゅ
う

の
父ち

ち

と
あ
が
め
、
２
０
０
８

ぞ
ろ
い
」
と
言い

う
よ
う
に
、

全ぜ
ん

国こ
く

や
東と

う

北ほ
く

大た
い

会か
い

の
優ゆ

う

勝し
ょ
う

経け
い

験け
ん

者し
ゃ

が
出

し
ゅ
つ

演え
ん

し
、
東と

う

北ほ
く

民み
ん

謡よ
う

や
歌か

謡よ
う

曲き
ょ
くな

ど
約や

く

２
０
曲き

ょ
く

を

歌う
た

っ
た
。

　

２
部ぶ

構こ
う

成せ
い

で
前ぜ

ん

半は
ん

に
民み

ん

謡よ
う

、
後こ

う

半は
ん

に
歌か

謡よ
う

の
全ぜ

ん

８
５

分ふ
ん

。
６
回か

い

目め

の
来ら

い

伯は
く

と
な
る

中な
か

川が
わ

愛あ
い

子こ

さ
ん
（
７
６
）
が

司し

会か
い

を
務つ

と

め
、
岩い

わ

手て

弁べ
ん

に
よ

る
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
ト
ー
ク
で

会か
い

場じ
ょ
うの

雰ふ
ん

囲い

気き

を
温あ

た
た

め
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
岩い

わ

手て

県け
ん

人じ
ん

会か
い

創そ
う

立り
つ

６
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

式し
き

典て
ん

が
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
に
あ
た
り
、
岩い

わ

手て

県け
ん

民み
ん

を
代だ

い

表ひ
ょ
う

し
て
お
祝い

わ

い

ブ
ラ
ジ
ル
岩い

わ

手て

県け
ん

人じ
ん

会か
い

会か
い
ち
ょ
う長

　
千ち

田だ 

曠ひ
ろ

曉あ
き

　

東と
う

北ほ
く

民み
ん

謡よ
う

選せ
ん

手し
ゅ

権け
ん

グ
ラ
ン

プ
リ
の
北ほ

う

條じ
ょ
う

真ま

由ゆ

美み

さ
ん
は

岩い
わ

手て

の
民み

ん

謡よ
う

「
南な

ん

部ぶ

俵た
わ
ら

積づ
み

歌う
た

」
を
朗ろ

う

々ろ
う

と
歌う

た

い
上あ

げ
た
。

他た

の
団だ

ん

員い
ん

に
よ
る
尺

し
ゃ
く

八は
ち

、
三し

ゃ

味み

線せ
ん

、
太た

い

鼓こ

の
演え

ん

奏そ
う

と
、
扇せ

ん

子す

を
使つ

か

っ
た
踊お

ど

り
も
あ
り
、

観か
ん

客き
ゃ
く

席せ
き

か
ら
は
「
ヨ
ッ
」
な

ど
の
掛か

け
声ご

え

が
飛と

ん
だ
。

　

歌か

謡よ
う

パ
ー
ト
で
は
氷ひ

川か
わ

き

よ
し
、
村む

ら

田た

英ひ
で

雄お

ら
の
曲き

ょ
く

を
年ね

ん

当と
う

会か
い

創そ
う

立り
つ

５
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

及お
よ

び
、
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
０
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
際さ

い

に
は
、
公こ

う

使し

の
墓ぼ

碑ひ

を

改か
い

修し
ゅ
うし
ま
し
た
。
墓ぼ

碑ひ

改か
い

修し
ゅ
う

披ひ

露ろ
う

に
は
、
達た

っ

増そ

県け
ん

知ち

事じ

は

じ
め
、
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

の
皆み

な

様さ
ま

を
お

迎む
か

え
し
て
、
共と

も

に
除じ

ょ

幕ま
く

式し
き

を

行お
こ
なわ
せ
て
頂い

た
だ

き
ま
し
た
。

　

岩い
わ

手て

県け
ん

人じ
ん

最さ
い

初し
ょ

の
移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

は
、
１
９
１
８
年ね

ん

に
一

い
ち
の

関せ
き

市し

出し
ゅ
っ

身し
ん

の
小お

野の

寺で
ら

美み

代よ

治は
る

さ
ん
が

来こ

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後ご

、
記き

録ろ
く

に
よ
れ
ば
大た

い

正し
ょ
う

時じ

代だ
い

に
２
６

名め
い

が
移い

住じ
ゅ
うさ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
当と

う

県け
ん

人じ
ん

会か
い

創そ
う

立り
つ

の
経け

い

緯い

は
、
戦せ

ん

後ご

移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

が
県け

ん

出し
ゅ
っ

身し
ん

者し
ゃ

の
氏し

名め
い

や
所し

ょ

在ざ
い

地ち

を

一ひ
とつ
一ひ

と

つ
調し

ら

べ
上あ

げ
、
２
６
０

名め
い

ほ
ど
が
判は

ん

明め
い

し
た
時じ

点て
ん

で
、

移い

住じ
ゅ
う

先せ
ん

輩ぱ
い

に
相そ

う

談だ
ん

し
て
発は

っ

会か
い

と
な
り
ま
し
た
。
活か

つ

動ど
う

と
し
て

更さ
ら

に
、
県け

ん

出し
ゅ
っ

身し
ん

者し
ゃ

の
動ど

う

向こ
う

調ち
ょ
う

査さ

を
行お

こ
な

う
と
共と

も

に
、
同ど

う

県け
ん

人じ
ん

の

「
親し

ん

睦ぼ
く

と
和わ

・
母ぼ

県け
ん

と
の
交こ

う

流り
ゅ
う」
を
図は

か

り
つ
つ
、
事じ

業ぎ
ょ
うも
拡か

く

大だ
い

。
郷

き
ょ
う

土ど

岩い
わ

手て

の
文ぶ

ん

化か

を
発は

っ

信し
ん

し
な
が
ら
、
今こ

ん

後ご

も
世せ

界か
い

の
岩い

わ

手て

県け
ん

人じ
ん

会か
い

と
の
交こ

う

流り
ゅ
う
も

進す
す

め
て
お
り
ま
す
。

　

現げ
ん

在ざ
い

県け
ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

は
、
戦せ

ん

披ひ

露ろ
う

。
日に

本ほ
ん

民み
ん

謡よ
う

大た
い

賞し
ょ
うグ

ラ

ン
プ
リ
の
漆

う
る
し

原は
ら

栄え

美み

子こ

さ
ん

（
６
４
）
は
吉よ

し

幾い
く

三ぞ
う

の
代だ

い

表ひ
ょ
う

曲き
ょ
く「

酔す
い

歌か

」
に
ソ
ー
ラ
ン
節ぶ

し

を
挿そ

う

入に
ゅ
うし

た
ア
レ
ン
ジ
で
歌う

た

っ

た
。
活い

き
活い

き
と
し
た
歌う

た

声ご
え

と
キ
レ
の
あ
る
三し

ゃ

味み

線せ
ん

で
惹ひ

き
つ
け
、
観か

ん

客き
ゃ
く

か
ら
の
手て

拍び
ょ
う

子し

と
「
ど
っ
こ
い
し
ょ
ど
っ
こ

い
し
ょ
」「
ソ
ー
ラ
ン
ソ
ー
ラ

ン
」
の
掛か

け
声ご

え

で
特と

く

に
盛も

り

上あ

が
っ
た
。

　

最さ
い

後ご

の
炭た

ん

坑こ
う

節ぶ
し

で
は
、
出

し
ゅ
つ

演え
ん

者し
ゃ

も

観か
ん

客き
ゃ
く

も
一い

っ

緒し
ょ

に
な

り
客

き
ゃ
く

席せ
き

で
輪わ

に
な
っ

て
踊お

ど

っ
た
。
老ろ

う

若に
ゃ
く

男だ
ん

女じ
ょ

が
楽た

の

し
み
、

笑え

顔が
お

の
終

し
ゅ
う

幕ま
く

と
な
っ

た
。

　

公こ
う

演え
ん

を
観み

て
い

た
岩い

わ

上か
み

昌ま
さ

子こ

さ
ん

（
７
７
、
二に

世せ
い

）
は

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
歌う

た

番ば
ん

組ぐ
み

を
よ
く
観み

る
が
、
今き

ょ
う日
は

生な
ま

で
聴き

く
こ
と
が
で
き
て
う

れ
し
い
」と
顔か

お

を
ほ
こ
ろ
ば
せ
、

「
子こ

供ど
も

の
こ
ろ
母は

は

親お
や

が
よ
く

日に

本ほ
ん

の
歌う

た

を
歌う

た

っ
て
い
た
の
を

思お
も

い
出だ

し
た
。
懐な

つ

か
し
い
わ
」

と
し
み
じ
み
話は

な

し
た
。

　

司し

会か
い

を
務つ

と

め
た
中な

か

川が
わ

さ

ん
の
初は

つ

来ら
い

伯は
く

は
、
岩い

わ

手て

県け
ん

人じ
ん

会か
い

２
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

式し
き

典て
ん

へ
の
出

し
ゅ
つ

演え
ん

だ
っ
た
。「
お
じ
い
ち
ゃ
ん

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
泣な

い
て
喜

よ
ろ
こ

ん
で
く
れ
た
。
そ
れ
に
感か

ん

動ど
う

し
て
来き

続つ
づ

け
て
い
る
う
ち
に

３
５
年ね

ん

も
経た

っ
た
わ
」
と
言い

う
。

　
「
ブ
ラ
ジ
ル
に
来く

る
の
は
こ

れ
で
最さ

い

後ご

」
と
舞ぶ

台た
い

で
公こ

う

言げ
ん

る
地ち

域い
き

の
姿す

が
た

を
発は

っ

信し
ん

す
る
絶ぜ

っ

好こ
う

の
機き

会か
い

と
考か

ん
が

え
、
万ば

ん

全ぜ
ん

の

体た
い

制せ
い

で
大た

い

会か
い

を
迎む

か

え
ら
れ
る

よ
う
準

じ
ゅ
ん

備び

を
進す

す

め
て
い
ま
す
。

本ほ
ん

日じ
つ

ご
参さ

ん

会か
い

の
皆み

な

様さ
ま

方が
た

に
も

ど
う
ぞ
そ
の
機き

会か
い

に
故ふ

る

郷さ
と

岩い
わ

手て

に
足あ

し

を
運は

こ

ん
で
い
た
だ
け

れ
ば
幸さ

い
わい
で
す
。

　

終お

わ
り
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
岩い

わ

手て

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
ま
す
ま
す
の
ご

発は
っ

展て
ん

と
会か

い

員い
ん

の
皆み

な

様さ
ま

方が
た

の
ご

健け
ん

勝し
ょ
う、
ご
発は

っ

展て
ん

を
お
祈い

の

り
申も

う

し
上あ

げ
お
祝い

わ

い
の
言こ

と

葉ば

と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

前ぜ
ん

戦せ
ん

後ご

の
移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

も
高こ

う

齢れ
い

化か

や
生せ

い

存ぞ
ん

者し
ゃ

が
少す

く

な
く
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
６
０

周し
ゅ
う

年ね
ん

を
機き

に
、
県け

ん

人じ
ん

先せ
ん

駆く

者し
ゃ

が
「
ふ
る
さ
と
岩い

わ

手て

を
思お

も

う

心こ
こ
ろ」
を
大た

い

切せ
つ

に
、
今こ

ん

後ご

も
会か

い

員い
ん

同ど
う

士し

の
「
親し

ん

睦ぼ
く

を
原げ

ん

点て
ん

」

と
し
た
後こ

う

継け
い

者し
ゃ

育い
く

成せ
い

に
励は

げ

む

と
共と

も

に
、
母ぼ

県け
ん

と
の
交こ

う

流り
ゅ
うを
、

今こ
ん

後ご

も
深ふ

か

め
て
参ま

い

り
た
い
所し

ょ

存ぞ
ん

で
す
。

　

最さ
い

後ご

に
、
本ほ

ん

日じ
つ

ご
参さ

ん

集し
ゅ
う

頂い
た
だ

き
ま
し
た
、
皆み

な

様さ
ま

方が
た

の
益ま

す

々ま
す

の

ご
健け

ん

勝し
ょ
うと
ご
発は

っ

展て
ん

を
ご
祈き

念ね
ん

申も
う

し
上あ

げ
、式し

き

辞じ

と
致い

た

し
ま
す
。

カ
ー
の
ブ
ラ
ジ
ル
代だ

い

表ひ
ょ
う

選せ
ん

手し
ゅ

団だ
ん

を
受う

け
入い

れ
る
「
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
」に
登と

う

録ろ
く

さ
れ
て
い
る
。

招し
ょ
う

致ち

に
当あ

た
り
市し

は
、
県け

ん

人じ
ん

会か
い

に
当と

う

地ち

の
関か

ん

係け
い

団だ
ん

体た
い

と
の

交こ
う

渉し
ょ
うや
、
文ぶ

ん

書し
ょ

の
翻ほ

ん

訳や
く

な
ど

で
協

き
ょ
う

力り
ょ
くを
依い

頼ら
い

。
昨さ

く

年ね
ん

１
２

月が
つ

、
県け

ん

内な
い

で
始は

じ

め
て
登と

う

録ろ
く

さ

れ
る
に
至い

た
っ
た
。

　

市し

は
昨さ

く

年ね
ん

４
月が

つ

、
市し

民み
ん

と

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
う

選せ
ん

手し
ゅ

と

の
交こ

う

流り
ゅ
うを
通と

お

し
て
、
共

き
ょ
う

生せ
い

社し
ゃ

会か
い

の
形け

い

成せ
い

を
促う

な
が
す
こ
と
目も

く

的て
き

に
招

し
ょ
う

致ち

を
開か

い

始し

。
市し

内な
い

に
サ
ッ

カ
ー
の
強

き
ょ
う

豪ご
う

高こ
う

校こ
う

を
擁よ

う

す
た

め
、
競

き
ょ
う

技ぎ

を
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ

カ
ー
に
定さ

だ

め
、
同ど

う

競き
ょ
う

技ぎ

で
４

連れ
ん

覇ぱ

し
て
い
る
ブ
ラ
ジ
ル
代だ

い

表ひ
ょ
うの
受う

け
入い

れ
を
目め

指ざ

し
た
。

　

本ほ
ん

田だ

敏と
し

秋あ
き

市し

長ち
ょ
うは
県け

ん

職し
ょ
く

員い
ん

だ
っ
た
３
０
年ね

ん

前ま
え

、
知ち

事じ

に

随ず
い

行こ
う

し
県け

ん

人じ
ん

会か
い

創そ
う

立り
つ

３
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

式し
き

典て
ん

に
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
当と

う

地ち

の
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
委い

員い
ん

会か
い（
Ｃ
Ｐ
Ｂ
）や
、

視し

覚か
く

障し
ょ
う

害が
い

者し
ゃ

ス
ポ
ー
ツ
連れ

ん

盟め
い

（
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｖ
）
と
交こ

う

渉し
ょ
うす
る
に

当あ

た
り
、
県け

ん

人じ
ん

会か
い

に
協

き
ょ
う

力り
ょ
くを

仰あ
お

ぐ
こ
と
を
思お

も

い
つ
い
た
。
遠と

お

野の

市し

の
企き

業ぎ
ょ
う、
ブ
ラ
ジ
ル
ジ
ャ

パ
ン
有ゆ

う

限げ
ん

会が
い

社し
ゃ

の
佐さ

さ々

木き

栄よ
し

洋ひ
ろ

社し
ゃ

長ち
ょ
うが
昨さ

く

年ね
ん

７
月が

つ

に
来ら

い

伯は
く

し
た
際さ

い

、
本ほ

ん

田だ

知ち

事じ

の
親し

ん

書し
ょ

を
千ち

田だ

会か
い

長ち
ょ
うに
手て

渡わ
た

し
た
。

　

千ち

田だ

会か
い

長ち
ょ
うは
「
出で

来き

る
こ

と
は
協

き
ょ
う

力り
ょ
くし
て
、
母ぼ

県け
ん

と
の

交こ
う

流り
ゅ
うを
深ふ

か

め
る
の
に
役や

く

立だ

て

れ
ば
」
と
い
う
思お

も

い
で
、
依い

頼ら
い

を
承

し
ょ
う

諾だ
く

。
田た

口ぐ
ち

精せ
い

基き

、
多た

田だ

マ
ウ
ロ
両

り
ょ
う

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
うが
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と
な
っ
て
Ｃ
Ｐ
Ｂ
と
Ｃ
Ｂ
Ｄ

Ｖ
へ
の
訪ほ

う

問も
ん

や
文ぶ

ん

書し
ょ

の
翻ほ

ん

訳や
く

を
し
た
。

　

日に

本ほ
ん

で
は
本ほ

ん

田だ

市し

長ち
ょ
うが
駐

ち
ゅ
う

日に
ち

ブ
ラ
ジ
ル
大た

い

使し

館か
ん

に
訪ほ

う

問も
ん

。

日に
っ

伯ぱ
く

双そ
う

方ほ
う

か
ら
働は

た
ら
き
か
け
が

功こ
う

を
奏そ

う

し
、
昨さ

く

年ね
ん

１
２
月が

つ

に

登と
う

録ろ
く

に
至い

た
っ
た
。

　

本ほ
ん

田だ

市し

長ち
ょ
うは
「
県け

ん

人じ
ん

会か
い

に

は
感か

ん

謝し
ゃ

し
か
な
い
。
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
終お

わ
っ
て
も
関か

ん

係け
い

を

持じ

続ぞ
く

さ
せ
た
い
。
サ
ッ
カ
ー
を

通つ
う

じ
て
な
に
か
で
き
な
い
か

考か
ん
がえ
た
い
」
と
し
、
更さ

ら

な
る

交こ
う

流り
ゅ
うの
発は

っ

展て
ん

を
誓ち

か
っ
て
い
る
。

地ち

義よ
し

治は
る

さ
ん
は
岩い

わ

手て

県け
ん

人じ
ん

の

歴れ
き

史し

に
触ふ

れ
、「
岩い

わ

手て

県け
ん

人じ
ん

は

農の
う

業ぎ
ょ
うで
も
医い

療り
ょ
うで
も
活か

つ

躍や
く

し

た
。
努ど

力り
ょ
く
し
て
き
た
先せ

ん

輩ぱ
い

に

敬け
い

意い

を
示し

め

し
た
い
」
と
語か

た

り

大お
お

き
な
拍は

く

手し
ゅ

を
受う

け
た
。

　

功こ
う

労ろ
う

者し
ゃ

表ひ
ょ
う

彰し
ょ
う

で
は
婦ふ

人じ
ん

部ぶ

員い
ん

と
し
て
県け

ん

人じ
ん

会か
い

活か
つ

動ど
う

に

貢こ
う

献け
ん

し
た
大お

お

志し

田だ

良り
ょ
う

子こ

さ
ん

（
９
３
）
や
、
長な

が

年ね
ん

に
わ
た
っ

て
役や

く

員い
ん

や
地ち

方ほ
う

連れ
ん

絡ら
く

員い
ん

を
務つ

と

め
た
１
０
人に

ん

が
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
うさ

れ
た
。

　

県け
ん

費ぴ

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

・
研け

ん

修し
ゅ
う

生せ
い

Ｏ

Ｂ
を
代だ

い

表ひ
ょ
うし

て
八や

重え

樫が
し

亜あ

紀き

カ
リ
ン
さ
ん
（
２
２
、３
世せ

い

）

が
挨あ

い

拶さ
つ

を
述の

べ
た
。
八や

重え

樫が
し

さ
ん
は
１
６
年ね

ん

に
半は

ん

年と
し

間か
ん

、

泰や
す
し

在ざ
い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

、
山や

ま

田だ

康や
す

夫お

県け
ん

連れ
ん

会か
い

長ち
ょ
う、
菊き

く

地ち

義よ
し

治は
る

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
う、

各か
く

地ち

の
岩い

わ

手て

県け
ん

人じ
ん

会か
い

代だ
い

表ひ
ょ
う

者し
ゃ

（
パ
ラ
ー
州し

ゅ
う

ベ
レ
ン
の
山や

ま

中な
か

正し
ょ
う

二じ

会か
い

長ち
ょ
う、
パ
ラ
グ
ア
イ
・

ピ
ラ
ポ
移い

住じ
ゅ
う

地ち

の
佐さ

藤と
う

豊ゆ
た
か

会か
い

長ち
ょ
う、
イ
グ
ア
ス
の
小お

原ば
ら

和か
ず

子こ

会か
い

長ち
ょ
う、
ア
ス
ン
シ
オ
ン
の
長な

が

沢さ
わ

聖せ
い

太た

郎ろ
う

会か
い

長ち
ょ
う）
ら
が
来ら

い

賓ひ
ん

と
し
て
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
。

　

式し
き

典て
ん

は
午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

に
始は

じ

ま
り
、
日に

っ

伯ぱ
く

両り
ょ
う

国こ
っ

歌か

斉せ
い

唱し
ょ
う、

先せ
ん

亡ぼ
う

者し
ゃ

へ
の
黙も

く

祷と
う

、
千ち

田だ

会か
い

長ち
ょ
うに

よ
る
挨あ

い

拶さ
つ

の
後あ

と

、
来ら

い

賓ひ
ん

が
祝

し
ゅ
く

辞じ

を
述の

べ
た
。
岩い

わ

手て

県け
ん

人じ
ん

会か
い

前ぜ
ん

会か
い

長ち
ょ
うで

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
うの

菊き
く

副ふ
く

町ち
ょ
う
ち
ょ
う
長
、
郷

き
ょ
う

土ど

芸げ
い

能の
う

使し

節せ
つ

団だ
ん

１
０
人に

ん

、
岩い

わ

手て

日に
っ

報ぽ
う

の
東

あ
ず
ま

根ね

千ち

万ま

億お

社し
ゃ

長ち
ょ
う、
南な

ん

部ぶ

美び

人じ
ん

の
久く

慈じ

浩こ
う

介す
け

取と
り

締し
ま
り

役や
く

社し
ゃ

長ち
ょ
う

ら
約や

く

４
０
人に

ん

が
来ら

い

伯は
く

。
野の

口ぐ
ち

し
た
中な

か

川が
わ

さ
ん
は
、
公こ

う

演え
ん

後ご

に
た
く
さ
ん
の
人ひ

と

か
ら
「
ま

た
来き

て
く
だ
さ
い
」
と
声こ

え

を

掛か

け
ら
れ
て
い
た
。「
若わ

か

い
人ひ

と

に
任ま

か

せ
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
と

思お
も

う
。
で
も
そ
う
言い

わ
れ
る

と
嬉う

れ

し
い
で
す
ね
」
と
目め

を

細ほ
そ

め
た
。

　

最さ
い

年ね
ん

少し
ょ
う

団だ
ん

員い
ん

で
三し

ゃ

味み

線せ
ん

奏そ
う

者し
ゃ

の
佐さ

藤と
う

竜り
ゅ
う

雅が

さ
ん
（
１
７
）

は
今こ

ん

回か
い

が
初は

つ

来ら
い

伯は
く

。「
お
客

き
ゃ
く

さ
ん
が
日に

本ほ
ん

よ
り
盛も

り
上あ

が
っ
て
い
た
。
ひ
と
り
ひ
と
り

が
楽た

の

し
ん
で
い
る
よ
う
に
感か

ん

じ
た
。
国く

に

が
違ち

が

っ
て
も
音お

ん

楽が
く

は
伝つ

た

わ
る
ん
だ
と
実じ

っ

感か
ん

。
日に

本ほ
ん

に
帰か

え

っ
た
ら
親お

や

や
民み

ん

謡よ
う

仲な
か

間ま

に
こ
の
経け

い

験け
ん

を
伝つ

た

え
た
い
」

と
話は

な

し
た
。

■
芸げ

い

能の
う

団だ
ん

員い
ん

■

藤ふ
じ

沢さ
わ

東と
う

清せ
い

団だ
ん

長ち
ょ
う、
中な

か

川が
わ

愛あ
い

子こ

副ふ
く

団だ
ん

長ち
ょ
う、
三み

上か
み

紀の
り

子こ

事じ

務む

局き
ょ
く

長ち
ょ
う、
漆う

る
し

原ば
ら

栄え

美み

子こ

、
鳴な

る

海み

み

よ
、
北ほ

う

條じ
ょ
う

真ま

由ゆ

美み

、
佐さ

野の

よ

り
こ
、
井い

の

上う
え

ひ
と
み
、
山や

ま

上か
み

衛ま
も
る、
佐さ

藤と
う

竜り
ゅ
う

雅が

　

岩い
わ

手て

県け
ん

遠と
お

野の

市し

は
、

２
０
２
０
年ね

ん

の
東と

う

京き
ょ
うパ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ

　

母ぼ

県け
ん

か
ら
の
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

と
し

て
達た

っ

増そ

知ち

事じ

、
佐さ

さ々

木き

県け
ん

会か
い

議ぎ

長ち
ょ
うの
ほ
か
、
谷た

に

藤ふ
じ

裕ひ
ろ

明あ
き

盛も
り

岡お
か

市し

長ち
ょ
う、
本ほ

ん

田だ

敏と
し

秋あ
き

遠と
お

野の

市し

長ち
ょ
う、
小お

野の

寺で
ら

正ま
さ

徳の
り

金か
ね

ケが

崎さ
き

 ホストタウン登
とう

録
ろく

、県
けん

人
じん

会
かい

と連
れん

携
けい

式し
き

典て
ん

と
祝

し
ゅ
く

賀が

会か
い

の
後あ

と

、
郷

き
ょ
う

土ど

芸げ
い

能の
う

使し

節せ
つ

団だ
ん

の
１
０
人に

ん

に

よ
る
公こ

う

演え
ん

が
行お

こ
な

わ
れ
た
。
団だ

ん

本ほ
ん

日じ
つ

こ
こ
に
、
ブ
ラ
ジ
ル

岩い
わ

手て

県け
ん

人じ
ん

会か
い

創そ
う

立り
つ

６
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

・
県け

ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う１
０
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

を
、
多た

数す
う

の
ご
臨り

ん

席せ
き

を
得え

て
開か

い

催さ
い

で
き
る
事こ

と

に

心こ
こ
ろか
ら
感か

ん

謝し
ゃ

申も
う

し
上あ

げ
ま
す
。

分ふ
ん

か
ら
は
郷

き
ょ
う

土ど

芸げ
い

能の
う

使し

節せ
つ

団だ
ん

に
よ
る
公こ

う

演え
ん

が
行お

こ
な

わ
れ
た
。

観
かんきゃく

客も出
しゅつえんしゃ

演者も一
いっ

緒
しょ

に踊
おど

った
「炭
たん

坑
こう

節
ぶし

」

「南
なんぶたわらづみうた

部俵積歌」のステージの様
よう

子
す

岩
いわ

手
て

の日
に

本
ほん

酒
しゅ

「南
なん

部
ぶ

美
び

人
じん

」で乾
かん

杯
ぱい

「雷
らい

神
じん

」による迫
はくりょく

力の太
たい

鼓
こ

演
えん

奏
そう

式
しき

典
てん

の様
よう

子
す

達
たっ

増
そ

知
ち

事
じ

から記
き

念
ねん

品
ひん

をもらう研
けんしゅうせい

修生Ｏ
Ｂの八

や

重
え

樫
がし

さん

東
とう

京
きょう

五
ご

輪
りん

パラ競
きょう

技
ぎ

伯
はく

代
だいひょう

表受
うけ

入
い

れ

本
ほん

田
だ

市
し

長
ちょう

と千
ち

田
だ

会
かいちょう

長

　
　
　
　
　
が
豪ご

う

華か

に
披ひ

露ろ
う

歌う
た

と
踊お

ど

り
で
大お

お

盛も

り
上あ

が
り

郷き
ょ
う

土ど

芸げ
い

能の
う

使し

節せ
つ

団だ
ん

遠
とお

野
の

市
し

市市

母ぼ

県け
ん

や
国こ

く

外が
い

か
ら
４
０
人に

ん

以い

上じ
ょ
う

迎む
か

え

創そ
う

立り
つ

　
年ね

ん

と
移い

住じ
ゅ
う

　
周し

ゅ
う

年ね
ん

60

100
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